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室
町
時
代
鈔
本
論
語
集
解
の
研
究

高

橋

智

前

言

わ
が
国
に
於
け
る

｢

論
語｣

伝
本
の
研
究
は
、
幾
つ
か
の
局
面
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
い
ち
い
ち
挙
げ
る
な
ら

ば
、
一
は
南
北
朝
時
代
以
前
の
古
写
・
古
刊
本
に
つ
い
て
の
研
究
、
二
は
室
町
時
代
の
古
写
・
古
刊
本
に
つ
い
て
の
研
究
、
三
は
慶
長
時

代
の
刊
本
に
つ
い
て
の
研
究
、
四
は
江
戸
時
代
以
降
の
刊
本
に
つ
い
て
の
研
究
、
五
は
室
町
時
代
以
前
の
邦
人
注
釈
書
に
つ
い
て
の
研
究
、

六
は
江
戸
時
代
以
降
の
邦
人
に
よ
る
解
釈
史
に
つ
い
て
の
研
究
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
わ
が
文
化
史
上
に
於
け

る

｢

論
語｣

流
伝
の
意
義
は
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
一
に
つ
い
て
は
、｢

正
平
版
論
語
集
解
攷｣

(

武
内
義
雄
・
長
田
富
作
・
今
井

貫
一)

〈
昭
和
八
年
・
大
阪
府
立
図
書
館
〉、｢

正
平
版
論
語
解
題｣

(
安
井
小
太
郎
・
大
正
十
一
年
・
斯
文
会)

、｢

正
平
版
論
語
攷｣

(

川

瀬
一
馬
・
昭
和
十
八
年｢

日
本
書
誌
学
之
研
究｣

所
収)

な
ど
に
明
ら
か
で
あ
る
。
三
に
つ
い
て
は
、
拙
論｢

慶
長
刊
論
語
集
解
の
研
究｣

(

斯
道
文
庫
論
集
三
十
・
三
十
一
輯
、
平
成
八
・
九
年)

に
論
攷
し
た
。
五
に
つ
い
て
は
、
阿
部
隆
一

｢

室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
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注
釈
書｣

(

斯
道
文
庫
論
集
二
・
三
輯
、
昭
和
三
十
八
・
三
十
九
年)

に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
に
つ
い
て
は
な
お
、
鎌
倉
か
ら

南
北
朝
に
か
け
て
と
思
わ
れ
る
、
室
町
時
代
と
は
明
ら
か
に
風
格
を
異
に
す
る
伝
本
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
未
攷
の
も
の
が
あ
る
。
江
戸
時

代
以
降
に
つ
い
て
は
、
伝
本
の
夥
し
い
量
か
ら
、
今
暫
く
書
誌
学
調
査
の
蓄
積
を
必
要
と
す
る
。
か
え
っ
て
、
最
も
調
査
が
困
難
な
の
は
、

室
町
時
代
の
古
写
・
古
刊
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
正
平
版
・
天
文
版
と
い
う
二
つ
の
版
本
、
ま
た
、
特
に
日
本
に
遺
っ
た｢

論
語
義
疏｣

の
写
本
な
ど
が
囲
繞
す
る
状
況
下
、｢

論
語｣

講
読
は
学
問
の
根
底
た
る
も
の
と
の
意
識
が
定
着
す
る
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本

研
究
は
、
本
文
庫
が
慶
應
義
塾
に
附
属
研
究
所
と
し
て
創
設
さ
れ
た
昭
和
三
十
五
年
以
来
、
研
究
事
業
計
画
の
一
環
と
し
て
継
続
さ
れ
て

き
た

｢

日
本
現
存
漢
籍
古
鈔
本
の
総
合
的
研
究｣

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
古
鈔
本
の
分
析
は
様
々
な
難
点
を
抱
え
て

い
る
。
原
本
の
実
査
こ
そ
が
書
誌
学
研
究
の
最
大
の
拠
り
所
で
あ
る
。
貴
重
本
で
あ
る
古
写
本
の
調
査
に
快
く
ご
理
解
賜
っ
た
関
係
諸
機

関
に
は
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
撮
影
や
情
報
処
理
に
本
文
庫
の
北
清
蔵
・
小
川
智
代
氏
が
協
力
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
本
論
攷
の
成
果
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。
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目

次

序

論
第
一
章

古
鈔
本

｢
論
語
集
解｣

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
正
平
版
の
存
在

���

第
二
章

古
鈔
本

｢
論
語
集
解｣

に
影
響
を
及
ぼ
し
た

｢

論
語
義
疏｣

の
存
在

���

総

論
第
一
章

現
存
す
る
室
町
時
代
古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

の
梗
概

���

第
二
章

室
町
時
代
古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

テ
キ
ス
ト
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の
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���
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原
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来
本

���
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平
版
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を
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本
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論
語｣

���

第
三
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｢

論
語
義
疏｣

の
影
響
を
蒙
る
古
鈔
本

｢
論
語｣

���

第
四
節

そ
の
他
、
刊
本
や
南
北
朝
時
代
以
前
写
本
の
影
響
を
蒙
る
古
鈔
本

｢

論
語｣

���

第
五
節

小
結

���

各

論

(

待
続)

第
一
章

現
存
各
伝
本
の
研
究

第
二
章

校
勘
記

…
…
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序

論
｢

論
語｣

が
漢
代
に
流
行
し
、
魏
の
何
晏
が

｢

論
語
集
解｣

を
編
集
し
て
、
諸
家
の
説
を
集
め
、
今
日
に
至
る
ま
で

｢

論
語｣

の
最
も

完
全
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
そ
の
生
命
を
保
っ
て
き
た
こ
と
は
、
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
を
求
め
よ
う
と
す
る
学
者
や
、
簡
便
な
読
習
に
用
い

る
読
者
に
と
っ
て
、
本
書
が
必
要
不
可
欠
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
事
実
で
あ
ろ
う
。
西
暦
二
八
五
年
に
日
本
に
初
め
て
将

来
さ
れ
た
と
さ
れ
る

｢

論
語｣

が
、
そ
れ
以
後
、
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
受
容
を
辿
っ
た
の
か
、
そ
の
梗
概
は
既
に
、
拙
論

｢

安
田

文
庫
蒐
集
古
鈔
本

『

論
語
集
解』

に
つ
い
て｣

(

藝
文
研
究
・
八
十
七
号
・
二
〇
〇
四)

に
記
し
た
の
で
、
こ
こ
に
贅
言
は
し
な
い
が
、

江
戸
時
代
、
林
羅
山
の
登
場
に
よ
り
、
南
宋
・
朱
熹

(

一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇)

の

｢

論
語
集
注｣

(｢

四
書
集
注｣

の
一)

が
一
世
を
風

靡
す
る
ま
で
は
、｢

集
解｣

本
が
即
ち

｢

論
語｣
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
受
容
史
の
大
前
提
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、｢

集
解｣

本
が

｢

集
注｣

本
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
そ
の
最
後
の
打
ち
上
げ
花
火
が
、
慶
長
年
間

(

一
五
九
六
〜
一
六
一
五)

に
狂
い
咲
き
し
た
本
活
字

に
よ
る
印
本
、
す
な
わ
ち
古
活
字
版
を
中
心
と
す
る
一
連
の
慶
長
刊
本
で
あ
っ
た(

拙
論｢

慶
長
刊
論
語
集
解
の
研
究｣

・
本
論
集
三
〇
・

三
一
、
平
成
八
・
九
を
参
照)

。
そ
も
そ
も
写
本
を
中
心
と
し
た
室
町
時
代
は
、
全
て
、
講
読
の
た
め
に
写
本
を
作
り
、
訓
点
を
加
え
る

の
で
あ
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
成
立
に
は
諸
本
の
校
合
が
加
わ
る
為
に
、
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
の
で
あ
っ
て
、
未
完
成
な
デ
ッ
サ
ン
を
見

る
が
如
く
、
そ
の
全
体
の
姿
を
見
極
め
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
の
デ
ッ
サ
ン
が
ス
マ
ー
ト
に
洗
練
さ
れ
、
輪
郭
も
整
え
ら
れ
た
姿

が
、
慶
長
刊
本
の
実
態
な
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
、
先
ず
、
実
態
有
る
姿
を
確
認
し
て
、
し
か
る
後
に
そ
の
深
奥
に
迫
る
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方
法
を
採
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
室
町
時
代
の
写
本
の
成
立
の
複
雑
な
こ
と
は
、
拙
論｢

五
山
版
趙
注
孟
子
校
記｣

(
本
論
集
二
九
、
平
成
六)

に
述
べ
た
如
く
、
宋
版
・
五
山
版
・
諸
写
本
そ
れ
ぞ
れ
が
幾
重
に
も
絡
み
合
う
の
で
あ
る
か
ら
、
文
字
通
り

一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。｢

集
解｣

に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
例
外
で
は
な
く
、
宋
版
、
正
平
版

｢

論
語｣

、
天
文
版

｢

論
語｣

、

｢

論
語
義
疏｣
、
更
に
は
、｢

論
語
注
疏｣

、
等
が
仁
王
立
ち
し
て
い
て
、
そ
れ
を
縫
う
よ
う
に
、
京
都
、
足
利
、
山
口

(

周
防)

等
の
学
問

の
地
に
於
い
て
写
本
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
周
辺
の
テ
キ
ス
ト
が
成
立
乃
至
輸
入
さ
れ
る
以
前

と
そ
れ
以
後
と
に
於
い
て
は
、
写
本
の
性
格
が
異
な
る
こ
と
も
、
当
然
の
理
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
、
南
北
朝
以
前
に
成
立
し
た
写
本

｢

論

語
集
解｣

を
、
室
町
時
代
写
本
と
は
一
線
を
画
す
る
者
と
し
て
区
別
し
た
理
由
が
あ
る
。
即
ち
、
本
論
は
こ
う
し
た
意
味
合
い
か
ら
、
資

料
分
析
に
取
り
組
ん
だ
調
査
研
究
で
あ
り
、
最
も
明
か
に
す
る
こ
と
が
困
難
な
、
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
期
の
漢
学
に
と
っ
て
、
最
も
中

心
を
為
し
て
い
た
室
町
時
代

｢

論
語
集
解｣
の
学
術
動
向
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章

古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
正
平
版
の
存
在

さ
て
、
こ
こ
で
、
附
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、｢
集
解｣

を
取
り
巻
く
周
辺
資
料
に
つ
い
て
の
概
要
で
あ
る
。
そ
の
第
一
に

挙
げ
る
べ
き
も
の
は
、
正
平
版｢

論
語｣

で
あ
る
。
正
平
版｢

論
語｣
は
、
正
平
十
九
年(

一
三
六
四)

に
堺
で
出
版
さ
れ
た
集
解
本
で
、

日
本
で
初
め
て
の

｢

論
語｣

の
刊
本
で
あ
る
。
正
平
十
九
年
は
元
の
至
正
二
十
四
年
、
日
本
の
北
朝
貞
治
三
年
に
相
当
す
る
。
こ
の
初
刻

本

(

初
刻
双
跋
本)

は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
一
本
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
取
り
合
わ
せ
本
の
一
部
と
し
て
現
存
す
る
に
止
め
、
そ

の
後
、
初
刻
本
の

｢

堺
浦
道
祐
居
士
重
新
命
工
鏤
／
正
平
甲
辰
五
月
吉
日
謹
誌｣

｢
学
古
神
徳
揩
法
日
下
逸
人
貫
書｣

と
い
う
二
種
の
跋
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語
を
そ
の
ま
ま
覆
刻
し
た
版

(

覆
刻
双
跋
本)

、
更
に

そ
の

｢

学
古
・
・｣

を
省
い
て
覆
刻
し
た
版

(

覆
刻
単

跋
本)

、
ま
た
、
覆
刻
単
跋
本
か
ら
跋
語
の
み
を
削
っ

て
印
刷
し
た
無
跋
本
、
明
応
年
間

(

十
五
世
紀
末)

の

覆
刻
本
、
と
計
四
種
の
版
が
お
こ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
刊
刻
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
種
々
な
説
が
説
か
れ

た
が
、
昭
和
六
年
九
月

｢

斯
文｣

に
発
表
さ
れ
た
川
瀬

一
馬

｢

正
平
版
論
語
攷｣

に
は
、
初
刻
本
・
単
跋
本
・

覆
刻
双
跋
本
の
順
に
説
か
れ
、
昭
和
八
年
に
大
阪
府
立

図
書
館
が
初
刻
本
を
影
印
し
た
際
に
附
し
た
長
田
富
作

の

｢

正
平
版
論
語
之
研
究
梗
概｣

に
論
じ
ら
れ
て
い
る

の
は
、
単
跋
本
が
後
出
で
あ
る
と
い
う
前
述
の
説
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
覆
刻
は
具
体
的
に
何
時
頃
の
こ
と
で
あ
る
の
か
、

と
い
う
時
代
推
定
を
お
こ
な
う
に
は
十
分
な
資
料
が
遺
さ
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
東
洋
文
庫
に
は
、
覆
刻
双
跋
本
・
単
跋
本
・
無
跋
本

が
一
堂
に
会
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
成
立
の
比
較
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
覆
刻
本
の
版
は
い
つ
頃
起
こ
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、

お
お
よ
そ
の
推
測
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
三
種
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
覆
刻
双
跋
本
は

(
二－

ｃ
・
ａ－

２)

五
冊
本
で
、
屋
代
弘
賢

(

一
七
五

八
〜
一
八
四
一)

・
徳
島
藩
蜂
須
賀
斉
昌
侯
阿
波
国
文
庫
の
旧
蔵
。
江
戸
時
代
初
期
の
丹
表
紙
を
有
し
、
墨
筆
に
よ
る
返
り
点
・
送
り
が
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な
等
の
訓
点
、
ま
た
、
朱
筆
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
や
合
点
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
一
部
に
薄
墨
の
附
訓
が
み
ら
れ
る
が
、
他
は
全
て
同
一
手

に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
書
き
手
を
示
す
奥
書
が
巻
一
〜
六
の
末
に
記
さ
れ
る
。
即
ち
左
の
如
し
。

巻
一
末

建
武
四
年
三
月
四
日
以
家
説
授
申
飯
尾
三
郎
金
吾
了

清
原
頼
元

予
寛
正
五
年
庚
申
六
月
十
九
日
於
肥
州
廰
而
考
正
之
但
左
方
朱
点
清
家
点
也

巻
二
末

前
明
経
博
士
清
原
頼
元
飯
如
一
之
巻
末

巻
三
末

前
明
経
博
士
清
頼
元

巻
四
末

清
家
頼
元
点
了

巻
五
末

清
家
頼
元
点
了

巻
六
末

前
明
経
博
士
頼
元
点

こ
れ
ら
の
奥
書
は
全
て
訓
点
書
き
入
れ
と
同
筆
で
、
寛
正
五
年

(

一
四
六
四)

に
記
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
建
武
四
年

(

一
三
三
七)

の
清
原
頼
元
の
訓
点
を
写
し
取
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
建
武
四
年
点
本
の
原
本
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
巻
子
改
装
の

十
二
帖
、
鎌
倉
時
代
鈔
本
で
、
現
在
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
頼
元
は
、
清
原
良
枝(

一
二
五
三
〜
一
三
三
一)

の
二
男
で
、

家
伝
の
訓
を
飯
尾
三
郎
に
伝
授
し
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
版
は
、
一
四
六
四
年
以
前
の
刊
刻
に
係
る
こ
と
が
、
こ
の
奥
書
に

よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
単
跋
本
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
本
版
は

(

二－

ｃ
・
ａ－

３)
三
冊
本
で
、
三
條
西
実
隆

(

一
四
五
五
〜
一
五
三
七)

の
自
筆

点
本
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
版
は
大
正
十
一
年
、
安
井
小
太
郎
の
解
説
を
以
て
斯
文
会
か
ら
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
書
き
入

れ
は
、
朱
・
墨
二
種
あ
り
、
と
も
に
同
筆
。
朱
は
ヲ
コ
ト
点
、
墨
は
返
り
点
・
送
り
が
な
・
附
訓
等
で
あ
り
、
欄
外
の
補
注
も
加
え
ら
れ
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る
。
巻
三
と
巻
十
末
に
墨
筆
に
よ
る
本
文
書
き
入
れ
と
同
筆
の
奥
書
が
記
さ
れ
る
。

長
享
第
三
暦
林
鍾
十
八
日
自
／
儲
皇
竹
園
賜
之
可
秘
々
々
／
亜
相
拾
遺
郎

(

花
押)

〈
巻
十
は

｢

自｣

字
無
し
〉

此
一
部
訪
大
外
記
師
富
朝
臣
之
訓
説
／
并
見
合
清
家
之
本
写
朱
墨
点
加
／
随
分
之
琢
磨
者
也
後
昆
可
秘
々
々

即
ち
、
長
享
三
年

(

一
四
八
九)

亞
相
拾
遺

(

三
條
西
実
隆)

が
儲
皇

(

後
柏
原
天
皇)

よ
り
賜
っ
た
と
。
博
士
家
中
原
氏
の
訓
を
継
ぐ

中
原

(

押
小
路)
師
富

(

一
四
三
四
〜
一
五
〇
八)

の
訓
説
に
清
原
氏
の
点
を
加
味
し
た
と
言
う
。
更
に
、
巻
三
末
、
巻
六
末
に
は
ヲ
コ

ト
点
と
同
筆
の
朱
筆
に
よ
る
奥
書
が
記
さ
れ
る
。

巻
三
末

明
応
甲
寅
孟
冬
初
三
日
如
形
加
朱
墨
点
畢

(

花
押)

巻
六
末

明
応
甲
寅
孟
冬
初
九
手
自
加
朱
墨
点
畢

(

花
押)

明
応
甲
寅
は
一
四
九
四
年
、
こ
れ
も
前
記
の
奥
書
と
同
筆
で
、
三
條
西
実
隆
の
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
実
隆
三
十
五
歳
、
四
十
歳
の

加
点
に
係
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
版
は
、
一
四
八
九
年
以
前
の
刊
刻
に
係
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
無
跋
本
。
こ
れ
は
、
前
述
の
如
く
、
単
跋
本
の
跋
文
の
み
を
削
去
し
て
刷
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
上
梓
の
時
代
は
一
四
八
九

年
以
前
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
修
刻
を
加
え
て
流
行
し
た
の
が
お
お
よ
そ
い
つ
頃
で
あ
る
の
か
、
を
考
え
て
見
よ
う
。
本
版
は
東
洋
文
庫

(

二－

ｃ
・
ａ－

４)

五
冊
本
で
、
近
代
、
向
山
黄
邨
・
寺
田
望
南
の
旧
蔵
に
係
る
。
香
色
の
古
表
紙
に
丹
の
古
題
簽
を
附
し

｢

魯
論｣

と
墨
書
す
る
。
版
面
は
単
跋
本
の
後
印
で
あ
る
か
ら
し
て
、
単
跋
本
の
晴
朗
に
は
比
す
べ
く
も
な
い
。
本
版
へ
の
書
き
入
れ
は
、
後
期
清

原
家
の
大
儒
、
清
原
枝
賢(

一
五
二
〇
〜
一
五
九
〇)

の
訓
点
で
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
、
墨
の
返
り
点
・
送
り
が
な
・
附
訓
等
が
全
て
一
筆
、

枝
賢
の
手
で
加
え
ら
れ
て
い
る
。
巻
一
か
ら
巻
九
の
各
巻
末
に

｢

加
朱
墨
点
了｣

(

枝
賢
の
印)

と
記
し
、
巻
十
末
に
左
の
如
く
記
す
。

右
魯
論
者
人
倫
之
大
用
也
時
習
／
可
也
玩
索
而
覚
気
味
深
長
者
乎
／
于
爰
不
干
翁
専
仏
教
余
志
儒
術
／
求
累
家
秘
点
不
及
猶
豫
拭
渋
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眼
染
禿
筆
加
朱
墨
為
他
人
勿
令
容
易
而
／
已
／
元
亀
第
二
歳
舎
辛
未
春
二
月
初
八
／
宮
内
卿
清
原
朝
臣

(

花
押)

(

枝
賢
の
印)

即
ち
、
元
亀
二
年

(

一
五
七
一)

に
五
十
二
歳
の
枝
賢
が
加
え
た
書
き
入
れ
で
あ
る
と
。
従
っ
て
本
冊
の
刷
り
は
一
五
七
一
年
以
前
で
あ

る
こ
と
が
確
定
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
三
本
を
同
時
に
並
べ
て
比
較
し
得
る
こ
と
は
、
古
写
本
の
研
究
に
と
っ
て
も
甚
だ
し
く
利
益
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

紙
質
は
と
も
に
厚
手
の
楮
紙
で
正
平
版

｢

論
語｣

に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
双
跋
本
か
ら
無
跋
本
と
時
代
が
降
る
ほ
ど
、
料
紙
は
黄
味
を

帯
び
、
双
跋
本
は
極
め
て
上
質
の
白
紙
を
用
い
て
い
る
。
恐
ら
く
は
、
双
跋
本
は
南
北
朝
の
末
か
ら
室
町
時
代
初
期
、
即
ち
応
永
年
間

(

一
三
九
四
〜
一
四
二
七)
頃
を
中
心
と
し
た
時
期
に
、
単
跋
本
は
中
期
、
応
仁
文
明
年
間

(

一
四
六
七
〜
一
四
八
六)

を
中
心
と
し
た

時
期
に
、
開
板
さ
れ
、
無
跋
本
は
後
期
、
天
文
年
間

(

一
五
三
二
〜
一
五
五
四)

頃
に
盛
ん
に
刷
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
推
測

す
る
。
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
開
板
は
郷
紳
の
需
要
を
満
た
す
の
が
目
的
で
あ
り
、
彼
ら
は
博
士
家
の
訓
点
を
そ
こ
に
書
き
入

れ
る
こ
と
に
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
開
板
と
書
き
入
れ
と
は
か
な
り
の
一
体
観
を
も
っ
て
解
釈
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
室
町
時
代
を
通
じ
て
正
平
版

｢

論
語｣

が
郷
紳
の
間
で
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
事
実

を
も
物
語
る
の
で
あ
っ
て
、
古
写
本
の
成
立
に
正
平
版
が
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
容
易
に
想
像
で
き
る
の
で

あ
る
。

応
仁
の
乱(

一
四
六
七)

を
境
と
し
て
、
地
方
に
波
及
し
た
学
問
は
、
周
防
山
口
の
大
内
氏
に
あ
っ
て
は
特
殊
な
発
展
を
遂
げ
、
所
謂
、

大
内
版
の
異
称
を
持
つ
開
板
事
業
が
続
い
た
。｢

五
山
版
の
研
究｣

(

川
瀬
一
馬)

の

｢

室
町
初
期
に
於
け
る
開
板｣

の
項
に
詳
細
で
あ
る

が
、｢

論
語｣

に
あ
っ
て
も
、
明
応
八
年

(

一
四
九
九)

、
大
内
氏
の
家
臣
・
杉
武
道
が
正
平
版

｢

論
語｣

を
覆
刻
出
版
し
て
い
る

(

宮
内

庁
書
陵
部
蔵)

事
実
が
あ
り
、
正
平
版
の
存
在
が
室
町
時
代
の

｢

論
語｣

受
容
を
知
る
鍵
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
う
べ
く
も
な
い
。
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さ
て
、
そ
の
正
平
版
の
テ
キ
ス
ト
が
如
何
な
る
源
流
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
中
国
で
初
め
て
こ
れ
を
目
に
し
た
と
思
わ
れ
る
清
初

の
蔵
書
家
・
銭
曽

(

一
六
二
九
〜
一
七
〇
一)

は
、
そ
の
著

｢

読
書
敏
求
記｣

の
巻
一

｢

何
晏
論
語
集
解
十
巻｣

に
正
平
版
が
六
朝
唐
初

の
字
体
に
似
、｢

已｣
｢

矣｣

な
ど
の
助
字
が
頗
る
多
く
文
末
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、｢

史
記｣

｢

漢
書｣

に
引
用
さ
れ
た

｢

論
語｣

の
本
文
に
一
致
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
古
い

｢

論
語｣

の
姿
を
伝
え
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
評
価
は
今
の
中
国

に
あ
っ
て
も
一
般
的
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
武
内
義
雄

｢

正
平
版
論
語
源
流
攷｣

(

昭
和
八
年

大
阪
府
立
図
書
館)

に
論
じ
ら
れ
る
通

り
、
鎌
倉
時
代
以
前
の

｢
論
語｣

受
容
の
実
態
か
ら
、
清
原
家
・
中
原
家
両
家
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
し
、
清
原
家
本
に
近
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
更
に
、
そ
の
清
原
家
本
の
源
流
を
辿
る
考
証
は
、
最
早
、
材
料
を
十
全
と
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
ち
な
が
ら
、
正
平
版
は
、
室
町
時
代
以
降
、
中
原
家
の

｢

論
語｣

学
を
見
る
べ
き
遺
物
は
皆
無
に
等
し
い
こ
と

か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
清
原
家
学
が
主
流
と
な
る
の
に
相
俟
っ
て
、
正
平
版
は
ま
す
ま
す
清
原
家
と
関
係
を
深
く
し
、

ま
た
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
正
平
版
の
開
板
に
あ
っ
て
は
、
清
原
家
と

の
関
係
を
示
す
明
証
は
見
あ
た
ら
ず
、
清
原
家
の
監
修
を
経
て
開
板
さ
れ
る

｢

論
語｣

は
、
天
文
二
年

(

一
五
三
三)

に
清
原
宣
賢

(

一

四
七
五
〜
一
五
五
〇)

の
跋
文
を
附
し
て
刊
行
さ
れ
た
所
謂
天
文
版

｢

論
語｣

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
跋
に
よ
れ
ば
、
泉
南

堺
の
阿
佐
井
野
氏
が
、
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
滅
ん
だ

｢

論
語｣
の
版
を
再
興
し
た
い
と
願
い
出
て
、
宣
賢
所
用
の
テ
キ
ス
ト
を
版
に
起
こ

し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
川
瀬
一
馬
博
士
は
、
こ
の
滅
ん
だ
版
こ
そ
が
、
正
平
版
の
覆
刻
双
跋
本
で
あ
る
と
し
、
覆
刻
双
跋
本
の
伝
本
が

少
な
い
の
は
そ
の
為
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
実
際
、
覆
刻
双
跋
本
は
、
東
洋
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

(

安
田
文
庫
旧
蔵)

・
静
嘉
堂
文
庫

(

零
本
・
松
井
本)

を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
天
文
版
は
、
正
平
版
と
同
じ
堺
で
開
板
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
が
、
版
木
は
細
川
幽
斎
に
よ
っ
て
堺
の
南
宗
寺
に
寄
進
さ
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れ
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
後
、
大
正
時
代
ま
で
刷
ら
れ
た
が
、
戦
禍
に
遇
い
焼
失
し
た
。
天
文
版
は
注
を
省
い
た
正
文
だ
け
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
が
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
に
宣
賢
手
沢
の
正
文
だ
け
の

｢

論
語｣

写
本
が
伝
わ
り
、
本
版
の
祖
本
を
思
わ
せ
る
。

か
く
し
て
、
鎌
倉
時
代
以
来
、
秘
伝
と
称
し
て
、
家
に
伝
わ
る
テ
キ
ス
ト
や
訓
点
を
未
公
開
と
し
て
き
た
習
慣
は
、
講
義
や
開
板
に
よ
っ

て
大
衆
に
広
げ
て
行
く
風
潮
へ
と
変
化
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
化
の
流
れ
に
は
正
平
版
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
正
平
版
の
流
行
こ
そ
が
、
こ
う
し
た
風
潮
を
作
り
出
し
て
行
っ
た
と
、
む
し
ろ
考
え
る
べ
き
な
の
か
も
知
れ

な
い
。
更
に
言
う
な
れ
ば
、
室
町
時
代
の
清
原
家
は
、
正
平
版
を
睨
み
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
独
自
の
テ
キ
ス
ト
を

形
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
章

古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

に
影
響
を
及
ぼ
し
た

｢

論
語
義
疏｣

の
存
在

第
二
に
挙
げ
る
べ
き
周
辺
資
料
は
、
既
に
早
く
か
ら
中
国
で
は
滅
ん
で
伝
わ
ら
な
か
っ
た
、
梁
の
皇
侃
撰

｢

論
語
義
疏｣

で
あ
る
。
本

書
は
、
先
行
の
魏
・
何
晏
の

｢

論
語
集
解｣

本
を
底
本
に
し
て
、
更
に
そ
れ
を
補
う
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
、
そ
れ
故
に

｢

論
語
集
解
義

疏｣

と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
皇
侃
の
生
卒
は
四
八
八
〜
五
四
五
年
で
、
集
解
本
の
著
者
、
魏
の
何
晏

(

一
九
〇
〜
二
四
九)

か
ら
二

百
年
以
上
も
離
れ
た
時
代
の
人
で
あ
る
か
ら
、
皇
侃
が
用
い
た
何
晏
の
テ
キ
ス
ト
は
、
何
晏
の
原
本
と
、
あ
る
程
度
の
距
離
が
あ
っ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
更
に
千
年
も
時
を
経
た
日
本
の
中
世
・
室
町
時
代
に
書
写
さ
れ
た｢

論
語
義
疏｣

は
、
唐
時
代
の
注
釈
書
、

��
の

｢

論
語
注
疏
解
経｣

も
混
入
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
皇
侃
の
原
本
に
す
ら
遙
か
に
遠
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
写
本
に
含
ま
れ
る

｢

論
語
集
解｣

の
本
文
を
、
単
行
の

｢

集
解｣

本
文
に
比
す
る
こ
と
は
、
危
険
な
試
み
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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し
か
し
な
が
ら
、
室
町
時
代
の
読
書
人
の
、
権
威

あ
る
層
の
人
達
に
よ
っ
て
、
巧
み
に
こ
の
二
書

(｢

集
解｣

と｢

義
疏｣)

が
融
合
さ
れ
た
跡
を
、
我
々

は
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

何
時
、
何
の
た
め
に
、
誰
に
よ
っ
て
、
為
さ
れ
た
も

の
な
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
そ
れ

が
複
数
の
人
達
に
よ
っ
て
、
め
い
め
い
が
都
合
の
良

い
よ
う
に
吸
収
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
性
格
の
も
の

で
は
な
い
。
あ
る
時
、
融
合
さ
れ
た
形
が
、
変
わ
る

こ
と
な
く
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
正
平
版｢

論
語｣

の
受
容
の
よ
う
に
、

転
写
な
ど
の
単
純
な
形
で
は
な
く
、
複
雑
な
形
を
も
っ
て
融
合
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
日
本
に
於
け
る
、
室
町
時
代
に
於
け
る
、
限
ら

れ
た
地
域
と
時
代
に
於
け
る
、｢

論
語
集
解｣

と

｢

論
語
義
疏｣
の
閉
鎖
的
な
特
殊
な
兄
弟
関
係
、
こ
れ
を
把
握
す
る
に
は
、
実
は
、｢

論

語
鈔｣

の
存
在
な
ど
、
当
時
の
学
僧
の
営
み
を
総
体
的
に
見
渡
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
、｢

論
語
集
解｣

古
鈔
本
の
整
理
と
い
う

課
題
を
研
究
す
る
に
際
し
て
は
、
当
面
の
関
連
資
料
か
ら
、
慎
重
に
推
論
を
展
開
し
て
、
そ
の
解
答
を
導
き
出
す
こ
と
が
先
決
で
あ
ろ
う
。

日
本
で
書
写
さ
れ
た

｢

論
語
義
疏｣

は
、
現
在
、
三
十
種
を
降
ら
な
い
ほ
ど
も
あ
り
、
け
し
て
少
な
く
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
だ
け

写
さ
れ
た
遺
物
か
ら
当
時
を
思
い
想
像
す
る
と
、
こ
の
流
行
は
異
常
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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斯
道
文
庫
所
蔵
の
文
明
十
九
年

(

一
四
八
七)

鈔
本
を
例
に
取
れ
ば
、
そ
の
形
態
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

｢
論
語
義
疏
第
一

梁
国
子
助
教
呉
郡
皇
侃
撰｣

と
題
し
、｢

論
語
通
曰
論
語
者
是
孔
子
没
後
七
十
弟
子
之
門
徒
共
所
撰
録
也
…
…｣

で

始
ま
る
皇
侃
の
序
文
を
巻
首
に
附
す
。
次
に
、

｢

論
語
序

何
晏
集
解｣

と
題
し
、｢

叙
曰
漢
中
塁｣

と
魏
の
何
晏
の
序
文
を
挙
げ
、
そ
の
文
の
下
に
小
字
双
行
に
て

｢

東
西
南
北
四

人
有
将
軍
耳
北
方
之
夷
官
也
…
…｣

と
皇
侃
の
注
釈
を
附
す
。
そ
し
て
、
本
文
の
巻
頭
が
続
く
。

｢

論
語
義
疏
巻
第
一

何
晏
集
解

皇
侃
疏｣

と
題
す
る
が
、
巻
二
は
、｢

論
語
義
疏
巻
第
二

何
晏
集
解

皇
侃
疏｣

と
あ
っ
て
、

｢

第
二｣

の
下
に
小
字
双
行
で

｢
八�
／
里
仁｣

と
篇
名
を
加
え
、
巻
三
以
降
も
巻
二
に
同
様
の
首
題
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、｢

何
晏
集

解｣

の
四
字
を
存
し
な
い
巻
も
あ
る
。
ま
た
、
巻
九
・
十
の
み
は
、｢

皇
侃
疏｣

の
下
に

｢

凡
幾
章｣

と
い
う
章
数
を
附
加
す
る
。
続
い

て
改
行
し
、

｢

学
而
第
一

疏｣

と
あ
り
、
以
下
小
字
双
行
に
て

｢

論
語
是
此
書
總
名
学
而
為
第
一
第
篇
別
目
…
…
故
曰
学
而
第
一
也｣

と

｢

学
而｣

篇
の
意
義
と
総
括
を
示
す
一
文
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
小
字
双
行
で
、｢�
云
自
此
至
堯
曰
是
魯
論
語
二
十
篇
之
名
及
第
次
也
…
…

言
此
篇
於
次
当
一
也｣

と
宋
の��
の

｢

正
義｣

の
篇
名
総
括
文
を
そ
の
ま
ま
加
え
る
。
こ
の
形
式
は

｢

堯
曰
第
二
十｣

ま
で
同
様
に
貫

か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
篇
の
首
に
解
説
を
加
え
る
形
は
、��
の

｢

正
義｣

と
全
く
同
じ
形
で
、
こ
れ
は
、
或
い
は
古
く
か
ら
の

｢

疏｣

の
伝
統
的
な
形
式
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
終
え
て
、
本
文
に
入
る
。

｢

子
曰｣

そ
の
下
に
小
字
双
行
で
疏
を
加
え
る
。｢

子
者
指
於
孔
子
也
…
…｣

、｢

学
而
時
習
之｣

そ
の
下
に
小
字
双
行
で

｢

此
以
下
孔
子

言
也
…
…｣

と
言
う
具
合
で
追
い
込
む
。
何
晏
の
注
は
一
格
を
下
げ
て
、｢
馬
融
曰
子
者
男
子
通
称
也｣

そ
の
下
に
小
字
双
行
で
疏
を

｢

凡
有
徳
者
皆
得
称
子
…
…｣

な
ど
と
加
え
る
。
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
何
晏
の
注
を
一
格
下
げ
な
い
も
の
も
あ
る
。
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し
か
も
、｢

義
疏｣

の
現
存
本
を
見
る
限
り
、
こ

の
形
態
は
乱
れ
ず
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
如

何
に
、
転
写
に
転
写
を
重
ね
て
来
た
か
が
伺
え
る
。

そ
こ
で
、
古
鈔
本

｢

論
語
義
疏｣

と
古
鈔
本

｢

論
語

集
解｣

が
、
形
態
上
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
考

察
し
て
み
る
と
、｢

義
疏｣

の
写
本
に
は
既
に

｢

集

解｣

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、｢

義
疏｣

の
テ
キ
ス
ト
か
ら

｢

疏｣

を
削
除
す
れ
ば

｢

集
解｣

が
残
る
わ
け
で
、
煩
雑
な
疏
を
省
い
て
簡
略
な

｢

集

解｣

単
行
本
を
生
み
出
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
も

そ
も
存
在
し
た

｢

集
解｣

本
に
適
宜
、｢

義
疏｣

の
有
益
な
疏
文
を
借
り
て
、
附
加
挿
入
し
て
い
く
過
程
も
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
融
合
の
形
に
は

｢

義
疏｣

を
主
と
す
る
か
、｢

集
解｣

を
主
と
す
る
か
、
の
い
ず
れ
か
の
姿
勢
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

本
文
や
注
の
字
句
の
異
同
に
ど
れ
だ
け
相
互
の
影
響
が
見
ら
れ
る
か
、
を
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
が
、
主
要
な
形
式
を
以
て

融
合
の
姿
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
融
合
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
は
、
前
述
の
、｢

義
疏｣
中
の
、
各
篇
の
意
義
と
総
括
を
示
す
一
文
が
、｢

集
解｣

単
行
本
の
、
全
て
の
篇
に
そ
の
ま
ま
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
最
も
目
立
っ
た
融
合
の
姿
で
あ
る
。
右
の
図
を
見
れ
ば
、
明
白
で
あ
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る
。図

は
、｢

集
解｣

本
の
一
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
形
式
か
ら
見
て｢

学
而
第
一｣

題
の
下
に
見
え
る
小
字
の
注
釈
は
、
ま
さ
に
、｢

義
疏｣

の
疏
文
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
こ
の
形
式
を
み
れ
ば
、
や
は
り
融
合
の
主
体
は

｢

集
解｣

に
あ
り
、｢

集
解｣

が

｢

義
疏｣

の
長
所
を
吸
収
し
て
い
っ
た
も
の
と
み
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

早
く
、
鎌
倉
時
代
の
正
和
四
年

(

一
三
一
五)

写
本
の
清
家
本

｢

論
語
集
解｣

(

東
洋
文
庫
蔵
本)

に
施
さ
れ
た
正
慶
二
年

(

一
三
三

三)

の
書
き
入
れ
と
さ
れ
る
欄
外
の
補
注
に
、｢

疏
曰｣

と
し
て
、
右
に
言
う
各
篇
の
意
義
と
総
括
を
示
す

｢

義
疏｣

の
一
文
を
加
え
て

い
る
こ
と
は
、
勿
論
、
南
北
朝
の
初
頭
に
な
お

｢

義
疏｣

の
伝
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
ば
か
り
で
は
な
く
、｢

集
解｣

を
中
心
と
し

た

｢

義
疏｣

の
吸
収
を
示
す
証
で
あ
ろ
う
し
、
更
に
ま
た
、
こ
の
疏
文
の
抽
出
が
、｢

論
語｣

講
説
の
早
期
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
何
れ
に
も
せ
よ
、｢

義
疏｣
の
写
本
が
鎌
倉
時
代
以
前
に
遡
る
も
の
が
存
在
せ
ず
、
し
か
も
、
室
町
時
代
に
全
く
同

じ
形
の

｢

義
疏｣

写
本
が
こ
れ
だ
け
存
在
し
て
い
る
現
況
を
鑑
み
る
と
き
、
室
町
時
代
に
は
と
り
わ
け
、｢

義
疏｣

形
式
の
注
解
が
相
当

に
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
容
易
に
推
測
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
阿
部
隆
一

｢

室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釈
書

考｣
(

斯
道
文
庫
論
集
第
二
輯
・
昭
和
三
十
八)

に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。｢

室
町
時
代
に
入
っ
て
、
義
疏
を
欄
外
等
に
書
入

れ
た
集
解
本
の
鈔
本
が
多
く
な
り
、
義
疏
が
急
激
に
流
行
し
た
の
は
、
論
語
の
講
筵
の
開
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
講
説
の
為
に
は
、

集
解
で
は
簡
に
過
ぎ
、
さ
ら
に
詳
細
な
注
解
が
広
く
要
求
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。(

中
略)

即
ち
皇
侃
義
疏
は
そ
の
性
格
上
、

六
朝
時
代
に
於
け
る
、
言
わ
ば
仮
名
鈔
に
該
当
す
る
。
此
が
室
町
時
代
の
仮
名
鈔
盛
行
期
の
趣
向
に
合
致
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。｣

ま
さ
に
、｢

義
疏｣

は
、
学
僧
・
郷
紳
の
講
義
に
便
を
与
え
る
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
細
か
い
注
釈
で
、
仮
名
鈔
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
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室
町
時
代
特
有
の
邦
人
注
釈
と
共
通
す
る
性
格
を
持
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
転
写
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
見
方
が
、
正

鵠
を
穿
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、｢

義
疏｣

は
、
そ
の
注
釈
の
量
の
多
さ
か
ら
、
大
量
の
複
本
は
望
み
得
ず
、
量
の
妥
当
な

｢

集
解｣

本
が

世
の
需
要
に
答
え
、
そ
こ
に
、｢

義
疏｣

の
枢
要
で
あ
る
各
篇
の
意
義
と
総
括
を
示
す
一
文
の
み
が
、｢

義
疏｣

講
読
の
名
残
と
し
て
止
め

ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、｢

義
疏｣

｢

集
解｣

二
書
の
中
世
に
お
け
る
融
合
は
、
そ
の
主
体
が

｢

集
解｣

に
あ
っ
た
と
推

測
し
た
い
の
で
あ
る
。

実
際
、｢

義
疏｣

の
現
存
本
を
見
る
と
、
書
写
年
代
は
、
一
部
の
影
写
本
を
除
け
ば
、
大
同
小
異
、
室
町
時
代
の
限
ら
れ
た
時
期
に
集

中
し
、
そ
れ
以
後
は
パ
ッ
タ
リ
と
姿
を
見
せ
な
い
。
遡
っ
て
、｢

日
本
国
見
在
書
目｣

に｢

義
疏
十
巻｣

を
著
録
す
る
か
ら
、｢

義
疏｣

は
、

平
安
時
代
に
は
既
に
将
来
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
忽
然
と
姿
を
消
し
、
中
世
期
に
、
再
び
、
邦
人
の
改
編
を
経
て
現

れ
、
そ
れ
が
時
流
に
乗
っ
て
流
行
し
、
や
が
て
宋
学
な
ど
の
新
し
い
学
問
に
押
さ
れ
て
、
再
び
姿
を
消
し
て
行
く
。
こ
れ
が
、｢

義
疏｣

の
我
が
国
に
お
け
る
生
き
様
で
は
な
か
っ
た
か
。

と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の｢

義
疏｣

を
夥
し
く
生
ん
だ｢
中
世｣

と
は
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
こ
に
、

中
世
の
学
問
を
主
導
し
た
、
関
東
の
学
校
、
つ
ま
り
、
足
利
学
校
と
の
関
わ
り
を
強
く
感
じ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
後
述

す
る
こ
と
と
す
る
。

総
じ
て
、｢

義
疏｣

が
室
町
時
代
の

｢

集
解｣

古
鈔
本
に
影
響
を
与
え
る
に
際
し
て
は
、
正
平
版

｢

論
語｣

が
転
写
な
ど
の
形
で
単
純

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
の
と
は
違
い
、
時
勢
の
変
化
を
背
景
に
、
や
や
複
雑
な
、
捻
り
よ
る
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
と
言

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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そ
し
て
、
更
に
、
正
平
版
と

｢

義
疏｣

と
が
絡
み
合
っ
て

｢

集
解｣

本
の
校
訂
に
関
わ
っ
て
く
る
な
ら
ば
、
最
早
、
テ
キ
ス
ト
の
成
立

の
由
来
を
は
っ
き
り
と
同
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

現
存
本
か
ら
言
え
ば
、
は
っ
き
り
と

｢

義
疏｣

の
鼠
入
が
認
め
ら
れ
る
伝
本
は

｢

集
解｣

古
鈔
本
全
体
の
約
三
分
の
一
を
占
め
、
更
に

正
平
版
な
ど
と
共
に
影
響
し
あ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

｢

集
解｣

テ
キ
ス
ト
は
全
体
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
。
従
っ
て
、
総
体
と
し

て
み
れ
ば
、
約
半
数
は
純
粋
な

｢

集
解｣

の
テ
キ
ス
ト
を
離
れ
、
中
世
的
な
諸
本
混
在
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
ま
た
、
伝
統
を
持
つ
博
士
家
の
テ
キ
ス
ト
と
一
線
を
画
す
る
も
の
で
、
彼
が
宮
中
を
中
心
と
し
た
講
筵
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
此
は
寺
院
な
ど
を
中
心
と
し
た
学
僧
の
教
養
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
一
つ
の
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る
。

権
威
を
背
景
と
す
る
博
士
家
が
、
こ
の
動
向
に
脅
威
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
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総

論

第
一
章

現
存
す
る
室
町
時
代
古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

の
梗
概

そ
も
そ
も
室
町
時
代
の
古
写
本
に
対
し
て
、
そ
の
価
値
を
本
格
的
に
見
い
だ
し
始
め
た
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
考
証
学
者
達
で
あ
っ

た
。｢

論
語｣

に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
市
野
迷
庵

(

一
七
六
四
〜
一
八
二
六)

や
狩
谷�
斎

(

一
七
七
四
〜
一
八
三
五)

ら
の
蒐
書
校

勘
活
動
が
、
端
を
開
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
最
終
的
に
渋
江
抽
斎

(

一
八
〇
四
〜
一
八
五
八)

や
森
立
之

(

一
八
〇
六
〜
一

八
八
五)

ら
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
た

｢

経
籍
訪
古
志｣
が
書
誌
学
的
な
意
味
で
最
も
拠
る
べ
き
原
点
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
無
論
、

遡
れ
ば
、
吉
田
篁�(
一
七
四
五
〜
一
七
九
八)

の

｢
論
語
集
解
考
異｣

、
更
に
は
、
山
井
崑
崙

(

一
六
八
一
〜
一
七
二
八)

の

｢

七
経

孟
子
考
文｣

に
も
古
鈔
本
の
存
在
は
大
き
な
位
地
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
、
山
井
の
師
、
荻
生
徂
徠

(

一
六
六
六
〜
一
七
二
八)

ま
で
源

流
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
拙
論

｢
慶
長
刊
論
語
集
解
の
研
究｣

(

本
論
集
三
十
輯
・
平
成
八
年)

を
参

照
。
も
っ
と
も
、
山
井
崑
崙
が
用
い
た
古
写
本

｢

論
語
集
解｣

は
足
利
学
校
に
現
存
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
吉
田
篁�
が
用
い
た
大
永

四
年
、
永
禄
六
年
の
二
つ
の
鈔
本
は
、
現
在
、
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
源
流
の
同
定
は
容
易
で
あ
る
。

し
か
し
、｢

経
籍
訪
古
志｣

に
至
る
と
、
現
所
在
本
と
の
同
定
が
困
難
な
古
写
本
が
多
く
現
れ
る
。
こ
こ
に
、
書
誌
学
研
究
の
原
点
が
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存
す
る
所
以
で
あ
る
。
で
は
、｢

訪
古
志｣

に
見
え
る
室
町
時
代
古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

の
著
録
を
実
際
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
清
末
、

光
緒
十
一
年
の
徐
氏
刊
本
を
も
と
に
列
挙
す
る
と

(

初
稿
本
と
は
昭
和
十
年
日
本
書
誌
学
会
が
影
印
し
た
安
田
文
庫
蔵
本
、
第
二
稿
本
は

小
嶋
宝
素
ら
の
書
写
本
で
同
じ
く
安
田
文
庫
蔵
本)

、

一
、
旧
鈔
単
経
本

足
利
学
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
・
第
二
稿
本
に
載
せ
ず
。
足
利
学
校
に
も
現
存
せ
ず
。

二
、
旧
鈔
単
経
本

京
師
錦
子
路
家
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
・
第
二
稿
本
に
載
せ
ず
。
京
師
錦
小
路
家
も
未
詳
。

三
、
天
正
四
年
鈔
単
経
本

容
安
書
院
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
初
稿
本
・
第
二
稿
本
は
柳
原
書
屋
蔵
と
す
る
。
清
の
楊
守
敬
旧
蔵
、
台
湾
故
宮
博
物
院

の
所
蔵
。

四
、
清
氏
点
本

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
初
稿
本
に

｢

清
家
訓
点
板
本｣

と
あ
る
。
現
所
在
未
詳
。

五
、
大
永
甲
申
鈔
本

求
古
楼
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
藤
原
貞
幹
・
狩
谷�
斎
・
木
村
正
辞
旧
蔵
で
、
現
在
東
洋
文
庫
所
蔵
、
吉
田
篁�
が
考

異
に
用
い
た
も
の
。

六
、
旧
鈔
本

容
安
書
院
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
・
第
二
稿
本
に
載
せ
ず
。
八
行
十
五
字
。
正
平
版
と
字
句
異
同
同
じ
。
清
の
楊
守
敬
旧
蔵
、
台
湾
故
宮
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博
物
院
の
所
蔵
。

七
、
天
文
二
十
一
年
鈔
本

求
古
楼
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
八
行
十
八
字
。
宥
鏡
の
署
名
。
現
所
在
不
明
。

八
、
旧
鈔
本

求
古
楼
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
清
原
枝
賢
の
本
に
よ
っ
て
、
三
十
郎
盛
政
が
写
し
た
も
の
。
斯
道
文
庫
現
蔵
。

九
、
旧
鈔
本

求
古
楼
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
十
一
行
二
十
一
字
。
宥
俊
の
署
名
。
現
所
在
不
明
。

十
、
旧
鈔
本

求
古
楼
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
九
行
二
十
一
字
。
俊
仁
の
署
名
。
現
所
在
不
明
。

十
一
、
旧
鈔
本

求
古
楼
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
八
行
不
定
字
数
。
蜜
厳
院
・
有
弁
の
署
名
。
現
所
在
不
明
。

十
二
、
旧
鈔
本

求
古
楼
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
六
行
十
三
字
。
永
享
三
年
識
語
あ
り
。
元
、
安
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
た
が
、
現
所
在
不

明
。

十
三
、
旧
鈔
本

求
古
楼
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
九
行
二
十
字
。
恕
通
の
墨
印
あ
り
。
現
所
在
不
明
。

十
四
、
旧
鈔
本

求
古
楼
蔵

― 162 ―



こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
八
行
十
七
字
。
源
清
房
俊
仁

(

初
稿
本
は
源
を
元
に
作
る)

の
署
名
。
現
所
在
不
明
。

十
五
、
旧
鈔
本

求
古
楼
蔵

こ
れ
は
、｢

訪
古
志｣

初
稿
本
以
来
載
せ
る
。
八
行
十
五
字
。
一
寸
明
珠
と
題
記
あ
り
。
現
所
在
不
明
。

こ
れ
を
以
て
し
て
も
、
十
五
点
著
録
の
う
ち
、
僅
か
に
四
点
の
み
の
所
在
が
知
れ
る
だ
け
で
、
室
町
時
代
古
鈔
本
の
奥
深
さ
が
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
研
究
は
、
そ
れ
以
後
、
継
続
的
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
明
治
時
代
に
散
佚
す
る
結
果
を
招
い
た
の

で
あ
る
が
、
大
正
に
な
っ
て
、
林
泰
輔
が

｢

論
語
年
譜｣

を
著
し
、｢

論
語｣

テ
キ
ス
ト
の
整
理
を
行
っ
た
。
附
録
の
図
版
に
室
町
時
代

の
古
鈔
本
を
三
点
掲
載
し
て
い
る

(

大
正
五
年
刊)

。
そ
れ
は
、
寛
正
本

(

男
爵
野
村
素
介
蔵)

・
永
禄
本

(

同
上)

・
大
永
本

(

木
村
正

辞
蔵)

の
三
点
で
、
と
も
に
東
洋
文
庫
の
現
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
次
に
行
わ
れ
た
の
が
昭
和
の
初
期
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
年

五
月
、
大
阪
府
立
図
書
館
で
、｢

論
語｣

展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
陳
列
品
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
定
か
で
は
な
い

が
、
七
十
点
ほ
ど
を
選
ん
で
図
録
に
し
た

｢

論
語
善
本
書
影｣

が
京
都
の
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
に
収
載
さ
れ

た
室
町
時
代
古
鈔
本

｢

論
語｣

は
二
十
一
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
量
が
一
堂
に
会
す
る
の
は
、｢

経
籍
訪
古
志｣

以
来
の
で
き
ご
と

で
、
し
か
も
、
恐
ら
く
は
、
絶
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
煩
を
厭
わ
ず
、
こ
こ
に
現
所
在
を
確
認
す
る
と
、

一
、

永
享
三
年

(

一
四
三
一)

鈔
本

安
田
善
次
郎
蔵

(
現
所
在
不
明)

二
、

寛
正
元
年

(

一
四
六
〇)

鈔
本

岩
崎
文
庫
蔵

(

現
、
東
洋
文
庫)

三
、

永
正
十
二
年

(

一
五
一
五)

鈔
本

岩
崎
文
庫
蔵

(

現
、
東
洋
文
庫)
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四
、

大
永
四
年

(

一
五
二
四)

鈔
本

岩
崎
文
庫
蔵

(

現
、
東
洋
文
庫)

五
、

享
禄
四
年

(

一
五
三
一)

鈔
本

徳
富
蘇
峰
蔵

(

現
、
お
茶
の
水
図
書
館)

六
、

天
文
九
年

(

一
五
四
〇)

鈔
本

岩
崎
文
庫
蔵

(

現
、
東
洋
文
庫)

七
、

永
禄
三
年

(

一
五
六
〇)

鈔
本

高
木
利
太
蔵

(

現
、
斯
道
文
庫)

八
、

永
禄
六
年

(
一
五
六
三)

鈔
本

岩
崎
文
庫
蔵

(

現
、
東
洋
文
庫)

九
、

建
長
七
年

(

一
二
五
五)

元
奥
書
鈔
本

徳
富
蘇
峰
蔵

(

現
、
お
茶
の
水
図
書
館)

十
、

室
町
初
・
中
期
鈔
本

宮
内
省
図
書
寮

(

現
、
宮
内
庁
書
陵
部)

十
一
、
狩
谷�
斎
旧
蔵
本

内
野
皎
亭
蔵

(

現
所
在
不
明)

十
二
、
清
見
寺
旧
蔵
本

徳
富
蘇
峰
蔵

(

現
、
お
茶
の
水
図
書
館)

十
三
、
根
本
通
明
旧
蔵
本

秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
蔵

(

現
、
同
所)

十
四
、
林
崎
文
庫
旧
蔵
本

神
宮
文
庫
蔵

(

現
、
同
所)

十
五
、
古
鈔
論
語
集
解

高
木
利
太
蔵

(

現
、
斯
道
文
庫)

十
六
、
三
十
郎
盛
政
鈔
本

安
田
善
次
郎
蔵

(

現
、
斯
道
文
庫)

十
七
、
元
亀
二
年

(

一
五
七
一)

釈
梵
舜
鈔
本

谷
村
一
太
郎
蔵

(

現
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館)

一
八
、
青
蓮
院
旧
蔵
本

安
田
善
次
郎
蔵

(
現
、
斯
道
文
庫)

一
九
、
古
鈔
論
語
集
解

龍
谷
大
学
図
書
館

(
現
、
同
所)

二
十
、
永
正
十
七
年
宣
賢
元
奥
書
鈔
本

京
都
帝
国
大
学
図
書
館
蔵

(
現
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館)
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二
十
一
、
釈
梅
仙
鈔
本

大
阪
府
立
図
書
館
蔵

(

現
、
同
所)

こ
れ
を
も
っ
て
見
れ
ば
、
殆
ど
が
現
在
の
所
在
に
繋
が
る
も
の
ば
か
り
で
、
た
だ
、
二
点
、
永
享
三
年
鈔
本
と
狩
谷�
斎
旧
蔵
本
の
所
在

が
知
れ
な
い
の
み
で
あ
る
。
狩
谷�
斎
旧
蔵
本
は

｢

経
籍
訪
古
志｣

の
十
三
番
目
、
恕
通
の
墨
印
あ
る
も
の
が
こ
れ
に
相
当
す
る
か
も
知

れ
な
い
。

因
み
に
、
こ
れ
以
前
、
大
正
二
年(

一
九
一
三)

に
湯
島
聖
堂
内
の
孔
子
祭
典
会
が｢

論
語
書
目｣

を
作
製
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
、

日
本
人
の
注
釈
書
が
集
め
ら
れ
て
い
て
、
古
鈔
本
の
著
録
は
無
い
。
継
い
で
、
昭
和
の
初
期
と
思
わ
れ
る
が
、
財
団
法
人
大
橋
図
書
館
主

催
の
論
語
展
覧
会
が
開
か
れ
、
目
録
が
作
製
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
も
前
代
未
聞
の
大
展
覧
で
、
し
か
も
書
誌
学
的
な
水
準
が
高
い
。

｢

古
版
本｣

｢

古
鈔
集
解
本｣

｢

古
鈔
義
疏
本｣

｢

古
鈔
仮
名
鈔｣

｢

仮
名
論
語｣

｢

江
戸
時
代
著
述｣

｢

其
他｣

｢

追
加｣

の
項
目
に
分
け
ら
れ
、

ほ
ぼ
現
在
に
引
き
継
が
れ
る

｢

論
語｣

テ
キ
ス
ト
研
究
の
体
系
を
類
別
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
そ
の
中
に
著
録
さ
れ
た
室
町
時
代

古
鈔
本
は
、
三
十
二
点
、
か
な
り
、
大
阪
府
立
図
書
館
の
展
示
目
録
と
重
な
る
。
今
は
、
稀
少
な
目
録
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
、
煩
を
厭

わ
ず
掲
出
し
よ
う
。

一
、

永
享
三
年
鈔
本

安
田
善
次
郎
蔵

(

大
阪
目
録
の
一)

二
、

寛
正
元
年
鈔
本

岩
崎
文
庫

(

大
阪
目
録
の
二)

三
、

永
正
十
二
年
鈔
本

岩
崎
文
庫
蔵

(

大
阪
目
録
の
三)

四
、

大
永
三
年
鈔
本

神
宮
文
庫
蔵

(

現
、
同
所)
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五
、

大
永
四
年
鈔
本

岩
崎
文
庫
蔵

(

大
阪
目
録
の
四)

六
、

享
禄
四
年
鈔
本

徳
富
蘇
峰
蔵

(

大
阪
目
録
の
五)

七
、

天
文
九
年
鈔
本

岩
崎
文
庫
蔵

(

大
阪
目
録
の
六)

八
、

天
文
十
八
年

(

一
五
四
九)

鈔
本

富
岡
益
太
郎
蔵

(

現
、
斯
道
文
庫)

九
、

永
禄
元
年

(
一
五
五
八)

鈔
本

亀
田
次
郎
蔵

(

現
、
国
会
図
書
館)

十
、

永
禄
三
年
鈔
本

高
木
利
太
蔵

(

大
阪
目
録
の
七)

十
一
、
永
禄
六
年
鈔
本

岩
崎
文
庫
蔵

(

大
阪
目
録
の
八)

十
二
、
元
亀
二
年
鈔
本

谷
村
一
太
郎
蔵

(

大
阪
目
録
の
十
七)

十
三
、
青
蓮
院
旧
蔵
本

安
田
善
次
郎
蔵

(

大
阪
目
録
の
十
八)

十
四
、
三
十
郎
盛
政
鈔
本

安
田
善
次
郎
蔵

(

大
阪
目
録
の
十
六)

十
五
、
建
長
七
年
元
奥
書
鈔
本

徳
富
蘇
峰
蔵

(

大
阪
目
録
の
九)

十
六
、
徳
治
三
年

(

一
三
〇
八)

元
奥
書
鈔
本

徳
富
蘇
峰
蔵

(

現
、
お
茶
の
水
図
書
館)

十
七
、
清
原
宣
條
・
宣
光
所
持
本

京
都
帝
国
大
学
図
書
館
蔵

(

大
阪
目
録
の
二
十)

十
八
、
賜
蘆
文
庫
旧
蔵
本

宮
内
省
図
書
寮
蔵

(

大
阪
目
録
の
十)

十
九
、
林
崎
文
庫
旧
蔵
本

神
宮
文
庫
蔵

(
大
阪
目
録
の
十
四)

二
十
、
根
本
通
明
旧
蔵
本

秋
田
県
立
秋
田
図
書
館

(
大
阪
目
録
の
十
三)

二
十
一
、
狩
谷�
斎
旧
蔵
本

内
野
皎
亭
蔵

(

大
阪
目
録
の
十
一)
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二
十
二
、
賀
茂
三
手
文
庫
旧
蔵

帝
国
図
書
館
蔵

(

現
、
国
会
図
書
館)

二
十
三
、
古
鈔
本
、
二
冊

帝
国
図
書
館
蔵

(

現
、
国
会
図
書
館)

二
十
四
、
釈
梅
仙
写
本

大
阪
府
立
図
書
館
蔵

(

大
阪
目
録
二
十
一)

二
十
五
、
古
鈔
本
、
五
冊

岩
崎
文
庫
蔵

(

現
、
東
洋
文
庫)

二
十
六
、
古
鈔
本
、
二
冊

高
木
利
太
蔵

(

大
阪
目
録
の
十
五)

二
十
七
、
清
見
寺
旧
蔵
本

徳
富
蘇
峰
蔵

(

大
阪
目
録
の
十
二)

二
十
八
、
古
鈔
本
、
四
冊

徳
富
蘇
峰
蔵

(

現
、
お
茶
の
水
図
書
館)

二
十
九
、
古
鈔
本
、
一
冊

(

先
進
篇
以
下)

徳
富
蘇
峰
蔵

(

現
、
お
茶
の
水
図
書
館)

三
十
、

古
鈔
本
、
一
冊

(

先
進
篇
以
下)

徳
富
蘇
峰
蔵

(

現
、
お
茶
の
水
図
書
館)

三
十
一
、
古
鈔
本
、
一
冊

(

巻
五
・
六)

徳
富
蘇
峰
蔵

(

現
、
お
茶
の
水
図
書
館)

三
十
二
、
清
家
訓
点
古
鈔
本

(

先
進
篇
以
下)

一
冊

京
都
帝
国
大
学
図
書
館
蔵

(

現
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館)

と
な
っ
て
い
る
。
大
阪
の
展
示
目
録
に
掲
載
の
も
の
は
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
以
外
、
全
て
重
な
っ
て
い
る
。
新
た
に
、
徳
富
蘇
峰
の

蔵
書
が
増
え
た
の
と
、
帝
国
図
書
館
蔵
本
が
加
わ
っ
た
の
が
特
徴
と
言
え
る
。

ま
た
こ
の
頃
、
昭
和
三
年
に
、
斯
文
会
の
孔
子
祭
典
の
後
、
東
京
高
等
師
範
学
校
で
、
論
語
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。｢

財
団
法
人
斯
文

会
八
十
年
史｣

(

平
成
十
年)

に
よ
れ
ば
、
国
訳
訓
点
資
料
、
古
写
古
版
、
注
釈
書
に
分
か
れ
る
展
示
で
、
岡
田
正
之
に
よ
る
永
禄
六
年

写
本
の
影
写
本
が
あ
る
の
み
で
、
室
町
時
代
論
語
集
解
の
古
鈔
本
原
本
は
見
あ
た
ら
な
い
。
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以
上
が
こ
れ
ま
で
に
、
実
際
に
原
本
の
存
在
が
確
認
で
き
た
著
録
で
あ
る
が
、
戦
後
は
こ
う
し
た
展
示
会
も
催
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、

所
蔵
の
総
体
を
把
握
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
年
代
に
至
っ
て
、
斯
道
文
庫
の
阿
部
隆
一
教
授
が

｢

漢
籍

古
鈔
本
の
研
究｣

を
立
ち
上
げ
、
原
本
の
蒐
集
・
各
機
関
所
蔵
本
の
複
本
作
製
・
実
査
に
よ
る
書
誌
調
査
を
精
力
的
に
行
い
、
斯
道
文
庫

は
一
躍
、｢
論
語｣

古
鈔
本
の
最
大
の
所
蔵
機
関
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
旧
高
木
文
庫
を
吸
収
し
た
旧
安
田
文
庫
の
蒐
集
は
、
ほ

ぼ
斯
道
文
庫
に
帰
し
た
。
他
に
、
岡
田
真
の
岡
田
文
庫
、
残
花
書
屋
の
戸
川
浜
男
、
林
泰
輔
旧
蔵
本
、
南
葵
文
庫
旧
蔵
本
、
な
ど
が
加
わ

り
、
こ
の
豊
富
な
蒐
集
に
よ
っ
て
、
斯
道
文
庫
本
だ
け
で
も
、
室
町
時
代
古
鈔
本
の
実
態
を
ほ
ぼ
推
定
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
成

果
の
背
景
に
は
、
文
部
省
の
数
々
の
助
成
金
を
始
め
と
し
て
、
斯
道
文
庫
賛
助
委
員
会
の
協
力
が
あ
っ
た
。
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
よ

り
、
既
に
半
世
紀
を
経
て
、
よ
う
や
く
い
ま
成
果
報
告
に
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
態
勢
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

先
ず
、
現
在
調
査
が
可
能
で
か
つ
所
在
が
明
か
と
な
っ
て
い
る
室
町
古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

を
所
蔵
者
別
に
概
観
し
て
み
よ
う
。
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室
町
時
代
古
鈔
本
論
語
集
解
所
在
表

― 169 ―

所
蔵

巻
数

存
欠

冊
数

函
番

新
蔵

時
代

旧
蔵

1

秋
田
県
立
秋
田
図
書
館

集
解
一
〇
巻

二

特
／263

根
本
通
明

後
期

2

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

欠
序

五

091

／6

稲
田
福
堂
・
林
泰
輔

末
近
世
初

3

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

存
四
〜
六

一

091

／9

尾
崎
雅
嘉
・
大
島
雅
太
郎

後
期

4

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

二

091

／10

安
田
文
庫

末

狩
谷
掖
斎
・
横
山
由
清

5

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

欠
序

五

091

／11

島
田
氏
・
南
葵
文
庫

室
町

6

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

(
単
経)

一

091

／12

天
正
一
八(

一
五
九
〇)

7

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

091

／66

岡
田
真

末
近
世
初

清
原
家

(

伏
原
印)

8

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

存
序･

一･

二

一

091

／67

室
町

永
厳

9

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

(

単
経)

二

091

／68

月
明
荘

室
町

(

文
明
頃)

10

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

存
先
進
〜
堯
曰

一

091

／220

室
町

11

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

092

／1

高
木
文
庫
・
安
田
文
庫

永
禄
三

(

一
五
六
〇)

12

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

092

／2

安
田
文
庫

中
期

青
蓮
院

13

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

二

092

／4

安
田
文
庫

室
町

清
原
宣
嘉

(

澤
殿)

14

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

存
巻
一
〜
四

一

092

／5

安
田
文
庫

応
永
三
三(

一
四
二
六)

主
慶
倍･

承
益･

広
橋
家

15

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

二
092

／8

富
岡
鐵
斎
・
残
家
書
屋
・

宝
玲
文
庫

天
文
一
八(

一
五
四
九)

16

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

存
巻
六
〜
一
〇

一
巻

092

／9

室
町

勝
海
舟

17

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

二

092
／16

高
木
文
庫
・
安
田
文
庫

室
町

18

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

092
／49

残
花
書
屋
・
岡
田
真

室
町

戒
光
院

19

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

092

／50

後
期

伝

楠
河
州

20

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

欠
序

三

092

／51

室
町

21

斯
道
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

092

／52

慶
長
一
五(

一
六
一
〇)

22

斯
道
文
庫

集
解
二
巻

存
巻
上

(

学

而
〜
郷
党)

一

092

／253

室
町
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23

慶
應
義
塾
図
書
館

集
解
一
〇
巻

存
巻
一
〜
五

一

110X

／67

大
島
雅
太
郎(

青
谿
書
屋)

後
期

主
沙
門
顕
清
と
朱
書
あ
り

24

慶
應
義
塾
図
書
館

集
解
一
〇
巻

三

110

×
／249

応
永
六

(

一
三
九
九)

箱
に
竹
中
重
門
旧
蔵
と

あ
り

25

東
洋
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

1C
41

和
田
雲
邨

後
期

松
平
楽
翁(

桑
名
文
庫)

、

向
山
黄
邨

26

東
洋
文
庫

集
解
一
〇
巻

存
巻
一
〜
五

一

1C
42

和
田
雲
邨

後
期

(

寄
合)

27

東
洋
文
庫

集
解
二
巻

二

1C
37

和
田
雲
邨

後
期

池
田
光
政

28

東
洋
文
庫

集
解
一
〇
巻

存
巻
一
〜
五

一

1C
39

和
田
雲
邨

永
禄
六

(

一
五
六
三)

29

東
洋
文
庫

集
解
一
〇
巻

三

1C
40

和
田
雲
邨

後
期
影
写
正
平
本

(

巻

一
・
二)

大
永
四
写

(

巻
三
〜
一
〇)

藤
原
貞
幹
、
木
村
正
辞

30

東
洋
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

1C
38

和
田
雲
邨

後
期

31

成
簣
堂
文
庫

集
解
一
〇
巻

欠
三
・
四

四

1140072

大
野
洒
竹
・
寺
田
望
南
・

徳
富
蘇
峰

後
期

32

成
簣
堂
文
庫

集
解
一
〇
巻

存
七
子
路
〜

一
〇
堯
曰

二

1140082

徳
富
蘇
峰

末

33

成
簣
堂
文
庫

集
解
一
〇
巻

欠
一
・
二
・

七
・
八

三

1140080

徳
富
蘇
峰

後
期

(

享
録
四
？)

34

成
簣
堂
文
庫

集
解
一
〇
巻

存
先
進
〜
堯

曰

一

1140117

徳
富
蘇
峰

末
近
世
初

大
林
寺

35

成
簣
堂
文
庫

集
解
一
〇
巻

同

一
1140089

徳
富
蘇
峰

同

(

寄
会)

天
祐
・
宗
挙

36

成
簣
堂
文
庫

集
解
一
〇
巻

四

徳
富
蘇
峰

後
期

清
見
寺

37

宮
内
庁
書
陵
部

集
解
一
〇
巻

三

457

／207

後
期

38

宮
内
庁
書
陵
部

集
解
一
〇
巻

二

457
／208

末

39

宮
内
庁
書
陵
部

集
解
一
〇
巻

五

555
／131

初
中
期

新
見
正
路(

賜
蘆
文
庫)

40

宮
内
庁
書
陵
部

集
解
一
〇
巻

存
公
冶
長
第

五
残
、
雍
也

第
六
残

零
葉(

一
軸)

日
40

室
町

海
龍
王
寺
伝
来
と
表
紙

に

41

国
会
図
書
館

集
解
一
〇
巻

一

W
A
16

／19

室
町

42

国
会
図
書
館

集
解
一
〇
巻

二

W
A
16

／45

室
町

鹿
島
神
宮(

櫻
山
文
庫)
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43

国
会
図
書
館

集
解
一
〇
巻

四

W
A
16

／12

室
町

(

巻
一
〜
五)

、

末
近
世
初

(

巻
六
〜
一

〇)
(

源
昌
勝
入
道
徳

庵)

賀
茂
三
手
文
庫

44

国
会
図
書
館

集
解
一
〇
巻

存
巻
一
〜
五

一

123,83

／rK

亀
田
次
郎

永
禄
一

(

一
五
五
八)

45

国
会
図
書
館

集
解
一
〇
巻

二

近
世
初

46

静
嘉
堂
文
庫

集
解
一
〇
巻

二

47

都
立
中
央
図
書
館

集
解
一
〇
巻

欠
巻
九･

一
〇

四

青
42

渋
沢
栄
一

48

都
立
中
央
図
書
館

集
解
一
〇
巻

存
巻
一
・
二

二

特
6253

49

日
光
山
輪
王
寺

集
解
一
〇
巻

存
巻
七
〜
一
〇

一

85

／2

／1467

文
亀
二

(

一
五
〇
二)

天
海
蔵

50

日
光
山
輪
王
寺

集
解
一
〇
巻

三

85

／1

／1466

後
期

天
海
蔵

51

日
光
山
輪
王
寺

集
解
一
〇
巻

二

85

／1

／1464

後
期

天
海
蔵

52

日
光
山
輪
王
寺

集
解
一
〇
巻

欠
巻
一
〜
二

四

85

／1

／1468

末

天
海
蔵
、
豪
舜
之

53

日
光
山
輪
王
寺

集
解
一
〇
巻

(

単
経)
存
巻
一
〜
六

一

90

／1

／1886

末

天
海
蔵

54

日
光
山
輪
王
寺

集
解
一
〇
巻

五

85

／1

／1465

末

天
海
蔵

55

史
跡
足
利
学
校

集
解
一
〇
巻

存
巻
一
〜
二

一

505

／1

室
町

(

九
華)

九
華
・
三
要

56

史
跡
足
利
学
校

集
解
一
〇
巻

五

509

／1

近
世
初

(

九
華
本
の
転

写
か)

57

史
跡
足
利
学
校

集
解
一
〇
巻

欠
巻
一
〜
四

一
505

／1

近
藤
重
藏(

文
化
一
三
跋)

近
世
初

(

寒
松
か)

睦
子

58

六
地
蔵
寺

集
解
一
〇
巻

存
巻
一
〜
四

一
戊

19

後
期
〜
末

59

六
地
蔵
寺

集
解
一
〇
巻

二

戊
8

後
期

六
地
蔵
寺
宥
長

60

築
島
裕

集
解
一
〇
巻

存
巻
五
〜
六

一
帖

永
正
一
三(

一
五
一
六)

61

某
家

集
解
一
〇
巻

存
巻
三
・
四
・

九
・
一
〇

二

近
世
初

62

筑
波
大
学
附
属
図
書
館

集
解
一
〇
巻

五

ロ
860

／12
林
泰
輔

中
期

円
融
蔵

(

梶
井
宮
盛
胤

法
親
王)

63

蓬
左
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

110

／18

末

64

大
国
魂
神
社

集
解
一
〇
巻

五

前
期

穂
の
印
記
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65

大
阪
府
立
図
書
館

集
解
一
〇
巻

五

甲
和

153

徳
大
寺
家

永
禄
元
亀
頃

釈
梅
仙

66

阪
本
龍
門
文
庫

集
解
一
〇
巻

四

230

、2

／7

中
期

豪
仙
之

67

天
理
大
学
附
属
図
書
館

集
解
一
〇
巻

五

123.3

／イ
13

岡
田
真

末
近
世
初

68

天
理
大
学
附
属
図
書
館

集
解
一
〇
巻

(

単
経)

二

123.3

／イ
15

後
期

69

天
理
大
学
附
属
図
書
館

集
解
一
〇
巻

四

123.3

／イ
9

室
町

70

神
宮
文
庫

集
解
一
〇
巻

三

515

掛
川
文
庫
・
林
崎
文
庫

後
期

大
永
三
年(

一
五
二
三)

林
安
盛
、
元
奥
書

71

神
宮
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

488

秋
月
磯
氏

江
戸
初
〜
前
期

養�

徹
定

72

神
宮
文
庫

集
解
一
〇
巻

二

516

林
崎
文
庫

末

73

陽
明
文
庫

集
解
一
〇
巻

五

近
ロ

22

末
近
世
初

74

仁
和
寺

集
解
一
〇
巻

(

単
経)

二

称
58

永
禄
一
三(

一
五
七
〇)

75

醍
醐
寺

集
解
一
〇
巻

存
巻
一
〜
五

一

末

76

大
和
文
華
館

集
解
一
〇
巻

(

単
経)

二

鈴
鹿
文
庫

鈴
鹿
本

末

(

永
禄
・
元
亀
か)

77

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

集
解
一
〇
巻

(

単
経)

二

021

／21

／2

後
期

写
字
台

78

京
都
大
学
附
属
図
書
館

集
解
一
〇
巻

(

単
経)

存
巻
六
〜
一
〇

一

66ロ
8

中
後
期
、
清
原
宣
賢
自

筆
訓

清
家
文
庫

79

京
都
大
学
附
属
図
書
館

集
解
一
〇
巻

二
66ロ

5

天
文
五

(

一
五
七
六)

枝
賢
令
写
、
天
文
八

(

一
五
七
九)

良
雄
証
明

清
家
文
庫

80

京
都
大
学
附
属
図
書
館

集
解
一
〇
巻

二

66ロ
6

末
近
世
初

清
家
文
庫

81

京
都
大
学
附
属
図
書
館

集
解
不
分
巻

(

単
経)

一

66ロ
7

末
近
世
初

清
家
文
庫

82

京
都
大
学
附
属
図
書
館

集
解
一
〇
巻

五

66ロ
1

谷
村
一
太
郎

元
亀
二

(

一
五
七
一)



右
の
表
を
ご
覧
い
た
だ
け
ば
お
解
り
の
よ
う
に
、
現
在
調
査
済
み
の
も
の
は
、
国
内
に
八
十
二
点(

他
に
、
台
北
に
十
点)

を
数
え
る
。

斯
道
文
庫
二
十
一
点
、
東
洋
文
庫
・
成
簣
堂
文
庫

(

お
茶
の
水
図
書
館)

・
日
光
山
輪
王
寺
宝
物
殿
が
そ
れ
ぞ
れ
六
点
、
国
会
図
書
館
・

京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
五
点
、
宮
内
庁
書
陵
部
・
史
跡
足
利
学
校
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
・
神
宮
文
庫
が
そ
れ
ぞ
れ

三
点
、
六
地
蔵
寺
・
都
立
中
央
図
書
館
・
慶
應
義
塾
図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
二
点
、
そ
し
て
、
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
・
静
嘉
堂
文
庫
・
大

国
魂
神
社
・
築
島
裕
・
某
家
・
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
大
阪
府
立
図
書
館
・
阪
本
龍
門
文
庫
・
陽
明
文
庫
・
仁

和
寺
・
醍
醐
寺
・
大
和
文
華
館
・
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
を
所
蔵
し
て
い
る
。
所
蔵
・
巻
数
・
存
欠
・
冊
数
・
函
番
・

書
写
年
代
・
よ
り
古
い
旧
蔵
者

(
旧
蔵)

・
よ
り
新
し
い
旧
蔵
者

(

新
蔵)

の
項
目
に
わ
け
て
み
た
。
こ
れ
を
概
観
す
れ
ば
、｢

経
籍
訪
古

志｣

ま
で
遡
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、｢

論
語
善
本
書
影｣

や

｢

大
橋
図
書
館
展
観
目
録｣

所
載
の
も
の
は
ほ
ぼ
追
い
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
、
永
享
三
年
写
本

(
安
田
文
庫
旧
蔵)

、
狩
谷�
斎
旧
蔵
室
町
写
本

(

内
野
皎
亭
旧
蔵)

は
依
然
と
し
て
何
処
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
附
言
す
れ
ば
、
も
う
一
点
、
昭
和
三
十
五
年
京
都
本
能
寺
新
館
で
開
催
さ
れ
た
京
都
古
典
会
の
入
札

目
録
に

｢

享
禄
三
年
清
受
叟
写

巻
一
・
二｣

と
あ
る
古
鈔
本
も
現
所
在
が
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
室
町
時
代
に
存
在
し
た
漢
籍
の
、
古
刊
古
鈔
本
、
並
び
に
中
国
か
ら
輸
入
し
た
刊
本
の
総
体
は
ど
の
く
ら
い
で
あ
っ
た
ろ

う
か
、
と
い
う
具
体
的
な
考
証
は
為
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
現
存
す
る
漢
籍
の
状
況
、
と
り
わ
け
、
古
鈔
本
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
、

現
存
、
五
百
点
に
満
た
な
い
漢
籍
古
鈔
本
の
数
を
鑑
み
る
と
き
、｢
論
語｣

古
鈔
本
の
所
在
は
そ
の
う
ち
、
最
も
多
く
を
占
め
る
も
の
で

あ
り
、
極
端
に
申
せ
ば
、｢

論
語｣

古
鈔
本
の
実
態
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
室
町
時
代
の
漢
学
の
実
態
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

も
豪
語
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。

更
に
、｢

論
語｣

古
鈔
本
の
現
存
本
の
数
を
も
っ
て
推
せ
ば
、
す
で
に
隠
滅
し
た
古
写
本
の
数
も
相
当
数
に
登
る
も
の
と
想
像
さ
れ
、
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室
町
時
代
の

｢

論
語｣

講
読
の
隆
盛
を
察
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
書
写
時
代
か
ら
見
れ
ば
、
応
永
こ
ろ
を
中
心
と
し
た
室
町
時
代

前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
も
の
は
や
や
少
な
き
に
居
り
、
文
亀
・
永
正
こ
ろ
を
中
心
と
し
た
後
期
の
始
ま
り
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て

の
写
本
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
、
単
に
時
代
が
今
に
近
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、
宮
中
公
家
博
士
家
の
禁
秘
の
学
問
が
次
第
に

学
僧
や
武
士
な
ど
の
広
い
知
識
層
へ
と
広
が
っ
て
行
っ
た
こ
と
を

｢

論
語｣

講
習
の
実
態
が
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
と
は
言
え
、
室
町
時
代
後
期
ま
で
の
清
原
博
士
家
の
充
実
し
た
写
本
の
流
伝
も
特
筆
す
る
べ
き
事
実
で
は
あ
る
。

所
蔵
機
関
別
に
み
て
も

｢
論
語｣

講
習
の
特
徴
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
光
山
の
天
海
蔵
や
足
利
学
校
の
蔵
書
は
室
町
時
代

旧
来
の

｢

論
語｣

受
容
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
も
の
で
、
仁
和
寺
や
醍
醐
寺
、
龍
谷
大
学
図
書
館
、
ま
た
、
徳
富
蘇
峰
が
蒐
集
し
た
各
寺
院

の
旧
蔵
書
も
、
室
町
時
代
の
学
僧
の
動
向
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
六
地
蔵
寺
や
大
国
魂
神
社
所
蔵
の
も
の
も
、
寺
院
系
の
学
問

の
地
方
へ
の
波
及
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
興
味
深
い
。
一
方
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
の
清
家
文
庫
を
中
心
と
し
て
、
斯
道
文
庫
・
東

洋
文
庫
・
大
阪
府
立
図
書
館
・
天
理
図
書
館
・
大
和
文
華
館
・
陽
明
文
庫
・
な
ど
各
所
蔵
機
関
に
散
在
す
る
清
原
博
士
家
系
統
の
写
本
は
、

強
大
な
勢
力
を
及
ぼ
し
た
清
原
家

｢

論
語｣

が
、
如
何
に
普
及
と
浸
透
を
成
し
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
古
典
籍
の
散
乱
を
防
ぎ
、
旧
来
の
実
態
を
復
元
し
よ
う
と
努
力
し
た
の
が
民
間
の
蔵
書
家
で
、
資
金
の
投
入
を
厭

わ
ず
集
め
ら
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
拠
っ
て
始
め
て
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
明
治
時
代
以
来
の

漢
学
の
開
拓
者
で
あ
っ
た
、
根
本
通
明

(

一
八
二
二
〜
一
八
七
三)
・
林
泰
輔

(

一
八
五
四
〜
一
九
二
二)

、
島
田
篁
邨

(

一
八
三
八
〜
一

八
九
八)

、
蔵
書
家
で
あ
っ
た
安
田
善
次
郎

(

一
八
七
九
〜
一
九
三
六)
、
和
田
雲
邨

(

一
八
五
六
〜
一
九
二
〇)

、
徳
富
蘇
峰

(

一
八
六

三
〜
一
九
五
七)

、
岡
田
真
、
渋
沢
栄
一

(

一
八
四
〇
〜
一
九
三
一)

、
大
島
雅
太
郎

(

一
八
六
八
〜
一
九
四
八)

、
谷
村
一
太
郎

(

一
八

七
一
〜
一
九
三
六)

な
ど
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
道
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
安
田
善
次
郎
の
安
田
文
庫

(｢

安
田
文
庫
蒐
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集
古
鈔
本

『

論
語
集
解』

に
つ
い
て｣

拙
著
・
前
述
参
照)

、
和
田
雲
邨
の
蒐
集
し
た
岩
崎
文
庫

(｢

岩
崎
文
庫
貴
重
書
解
題
Ⅰ｣

東
洋
文

庫
・
平
成
二)

、
徳
富
蘇
峰
の
成
簣
堂
文
庫

(

新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目)

川
瀬
一
馬
編
・
お
茶
の
水
図
書
館
・
平
成
四)

の
果
た
し

た
役
割
は
大
き
い
。
ま
た
、
根
本
通
明
は
自
蔵
の
古
鈔
本
に
よ
っ
て
、｢

論
語
講
義｣

(

早
稲
田
大
学
出
版
部
・
明
治
三
十
九)

を
著
し

(｢

根
本
通
明
蔵
書
紀
略｣

拙
著
・
斯
道
文
庫
論
集
三
十
八
・
平
成
十
六
参
照)

、
林
泰
輔
は

｢

論
語
年
譜｣

(

大
倉
書
店
・
大
正
五)

を
著

し
た
。
い
ち
い
ち
の
蔵
書
家
に
つ
い
て
は
後
述
に
譲
る
が
、
テ
キ
ス
ト
の
分
類
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
所
蔵
者
に
よ
る
分
類
は
更
に
大
き

な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
こ
こ
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。

第
二
章

室
町
時
代
古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

テ
キ
ス
ト
類
型
化
の
試
み

そ
も
そ
も
古
写
本
の
存
在
は
そ
れ
自
体
を
そ
の
ま
ま
に
捉
え
る
こ
と
が
最
も
肝
要
で
、
そ
れ
を
類
型
化
し
て
分
類
す
る
こ
と
は
、
後
学

の
恣
意
に
属
し
、
や
や
も
す
れ
ば
牽
強
付
会
に
よ
っ
て
、
本
来
の
古
写
本
の
価
値
を
歪
め
る
こ
と
も
生
じ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
こ
と
は
、

拙
論

｢

旧
鈔
本
趙
注
孟
子
校
記｣

(

斯
道
文
庫
論
集
二
十
四
・
二
十
六
・
平
成
一
・
三)

の
前
言
に
述
べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ほ

ど
多
く
存
在
す
る
室
町
の
古
鈔
本

｢

論
語｣

を
理
解
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
如
何
な
る
学
術
の
源
流
を
汲
ん
で
成
立
し
た
も
の
か
を
把

握
す
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
り
、
今
、
敢
え
て
恣
意
の
誹
り
を
顧
み
ず
類
型
化
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

そ
こ
で
、｢

孟
子｣

の
場
合
と
同
じ
く
、
始
め
に
清
原
家
の
清
家
本
と
そ
れ
以
外
の
も
の
に
分
け
る
こ
と
と
し
た
。｢

孟
子｣

も
そ
う
で

あ
る
が
、
や
は
り
、
清
家
伝
来
本
と
そ
れ
以
外
と
で
は
字
句
の
異
同
に
お
い
て
一
線
を
画
す
る
も
の
が
あ
る
。
更
に
、
そ
れ
以
外
の
伝
本

に
つ
い
て
見
れ
ば
、
序
論
で
述
べ
た

｢

正
平
版
論
語｣

｢

論
語
義
疏｣

の
影
響
下
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
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現
存
本
を
こ
の
何
れ
の
系
統
に
属
す
る
か
を
推
定
分
類
し
、
各
本
の
源
流
を
総
括
し
て
み
た
い
と
思
う
。

第
一
節

清
原
家
伝
来
本

室
町
時
代
の
清
原
博
士
家
の
経
学
は
中
興
の
祖
・
清
原
宣
賢
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
、
そ
れ
は
、
大
陸
か
ら
新
渡
来
の
テ
キ
ス
ト
を
積
極

的
に
導
入
し
て
、
鎌
倉
時
代
以
来
の
家
学
を
刷
新
し
、
新
た
な
家
本
を
校
訂
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
室
町
時
代
に
あ
っ
て
、
宣
賢
以
前
に

書
写
さ
れ
た
清
家
本｢
論
語｣

の
面
影
を
遺
す
も
の
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
ろ
う
じ
て
、
斯
道
文
庫
蔵
本(092

＼4)

に
、
正
長
一
・

二
年

(

一
四
二
八)

に
清
家
本
に
よ
っ
て
移
点
し
た
と
す
る
本
奥
書
を
存
す
る
伝
本
が
あ
る
が
、
そ
の
移
点
も
清
家
本
の
実
態
を
示
す
も

の
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
宣
賢
の

｢
論
語｣

学
の
定
本
は
永
正
九
年

(

一
五
一
二)

・
十
七
年
の
奥
書
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
で
、
九
年

は
宣
賢
三
十
七
歳
で
あ
る
。
宣
賢
の
自
筆
写
本
は
現
存
せ
ず
、
近
親
の
者
に
書
写
せ
し
め
、
自
ら
訓
点
を
施
し
た
単
経
本
が
京
都
大
学
附

属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る

(

存
巻
六
〜
十)

(66ロ
8)

。
永
正
九
年
の
テ
キ
ス
ト
は
転
写
本
が
幾
つ
か
存
し
、
同
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

(66ロ
6)

、
神
宮
文
庫
蔵
本
に
二
部

(

大
永
八
年
＝1528

林
宗
二
本
奥
書
本
・515

、
養�
徹
定
旧
蔵
本
・488)

、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書

館
蔵
本

(

釈
梅
仙
旧
蔵
・
甲
和153)

、
東
洋
文
庫
蔵
本

(
天
文
二
十
年
＝1551

枝
賢
奥
書
本
・1c41)

で
あ
る
。
今
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め

て
甲
種
と
名
付
け
る
こ
と
と
す
る
。

次
に
、
宣
賢
の
学
問
を
忠
実
に
受
け
継
い
だ
枝
賢

(

一
五
二
〇
〜
一
五
九
〇)

、
兼
右

(

一
五
一
六
〜
一
五
七
三)

、
釈
梵
舜

(

一
五
五

三
〜
一
六
三
二)

に
よ
る
写
本
の
一
群
で
あ
る
。
だ
い
た
い
天
文
年
間
〜
天
正
年
間(

一
五
三
二
〜
一
五
九
一)

こ
ろ
の
活
動
に
属
す
る
。

こ
れ
に
相
当
す
る
現
存
本
は
、
斯
道
文
庫
蔵
本

(

枝
賢
の
門
、
三
十
郎
盛
政
写
本
・091

＼10)

、
東
洋
文
庫
蔵
本

(

前
記
永
正
宣
賢
本
奥

書
本
・1c41)

、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
二
本

(

伝
吉
田
兼
右
筆
・123･3
＼イ

13

、
同
じ
く
伝
吉
田
兼
右
筆
単
経
本
・123･3
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＼イ
15)

、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

(

天
文
五
年
＝1536

枝
賢
令
写
、
天
文
八
年
＝1539

良
雄
証
明
本
・66ロ

5)

同
大
学
附
属
図
書

館
谷
村
文
庫
本

(

元
亀
二
年
＝1571

釈
梵
舜
写
本
・66ロ

1)

で
あ
る
。
今
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
乙
種
と
命
名
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
字
様
風
格
字
句
の
面
か
ら
、
明
確
に
断
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
枝
賢
・
兼
右
鈔
本
の
周
辺
に
位
置
す
る
も
の
に
、
陽
明
文
庫
蔵

本

(

近ロ
21)

、
大
和
文
華
館
蔵
本

(

鈴
鹿
文
庫
単
経
本)

、
斯
道
文
庫
蔵
本

(

伏
原
家
本
・091

＼66)

、
斯
道
文
庫
蔵
本

(

戒
光
院
旧
蔵

本
・092

＼49)

、
仁
和
寺
蔵
本

(

永
禄
十
三
年
＝1570

写
単
経
本)

、
斯
道
文
庫
蔵
本

(

正
長
一
年
＝1428

本
奥
書
本
・092

＼4)

、
京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

(
宣
光
所
持
本
・66ロ

7)

、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本

(

写
字
台
単
経
本
・021

＼21

＼2)

が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
漠
然
と
し
た
字
様
な
ど
か
ら
の
判
断
で
、
何
ら
明
確
な
根
拠
は
無
い
が
、
全
体
を
見
渡
し
た
観
点
か
ら
浮
き
上
が
る
類
似
性
は
書
誌
学

上
最
も
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
宣
賢
以
後
の
室
町
時
代
学
統
の
系
譜
を
簡
単
に
ま

と
め
て
お
こ
う
。
宣
賢
は
吉
田
神
社
の
神
官
吉
田
兼
倶

(

一
四

三
五
〜
一
五
一
一)

の
三
男
で
清
原
宗
賢

(

一
四
三
一
〜
一
五

〇
四)

の
養
子
で
あ
る
。
宣
賢
の
子
に
良
雄

(

一
四
九
九
〜
一

五
六
六
・
始
め
業
賢
と
い
う)

が
あ
り
、
次
子
兼
右
は
吉
田
兼

満
の
養
子
と
な
っ
た
。
良
雄
の
子
、
枝
賢
は
明
経
博
士
と
な
り
、

兼
右
の
子
に
釈
梵
舜
と
吉
田
兼
見

(

一
五
三
五
〜
一
六
一
〇)

が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
枝
賢
と
梵
舜
は
従
兄
弟
に
あ
た
り
、
枝

賢
と
兼
右
は
甥
と
叔
父
に
あ
た
る
。
年
令
的
に
は
枝
賢
・
兼
右
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が
近
く
、
宣
賢
家
伝
の
テ
キ
ス
ト
は
、
枝
賢
・
兼
右
に
主
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
梵
舜
は
そ
の
い
ず
れ
か
ら
も
吸
収
し
得
た
、
と
思
わ
れ

る
。
清
原
家
・
吉
田
家
と
も
に
こ
の
こ
ろ
は
類
似
し
た
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
字
様
も
頗
る
似
通
っ
た
も
の

で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
清
原
家

｢

論
語｣

学
の
最
後
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
人
々
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
漢
籍
に
お
け
る
古
写
本
の
成
り
立
ち
は
、
底
本
を
忠
実
に
写
す
の
が
原
則
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
校
訂
を
経
な
が
ら
も
型
を
崩

さ
な
い
と
い
う
、
あ
る
種
の
エ
キ
ス
を
遺
し
な
が
ら
続
い
て
い
く
と
い
う
本
質
を
持
つ
。｢

論
語｣

の
テ
キ
ス
ト
間
に
お
け
る
最
も
大
切

な
エ
キ
ス
で
あ
る
型
は
、
そ
の
題
・
篇
名
の
記
し
方
に
あ
る
。
こ
れ
は

｢

論
語｣

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
単
純
な
要
素
で
あ
り
な

が
ら
、
分
類
上
重
要
な
目
安
と
な
る
。
即
ち
、
清
原
家
本
の
題
し
方
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

｢

論
語
学
而
第
一

凡
十
六
章

何
晏
集
解｣

つ
ま
り
、
篇
名
が
あ
り
、
撰
者
が
あ
り
、
そ
の
中
間

に
や
や
小
さ
い
字
で

｢

凡
幾
章｣

と
い
う
章
数
を
組

み
入
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
全
篇
を
つ
う
じ
て
貫

か
れ
て
い
る
。

勿
論
、
枝
賢
等
の
写
本
で
あ
る
乙
種
も
こ
の
原
則

は
守
ら
れ
る
が
、
不
思
議
と
、｢

学
而
第
一｣

の
み

章
数
を
欠
き
、
第
二
以
降
こ
の
原
則
が
貫
か
れ
る
。

現
存
五
本
と
も
同
様
に
作
る
こ
と
は
、
初
期
の
底
本

の
書
き
忘
れ
な
ど
も
忠
実
に
遺
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
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古
写
本
の
成
立
事
情
を
良
く
物
語
る
例
で
あ
ろ
う
。

他
に
、
一
本
、
京
都
醍
醐
寺
所
蔵
の
テ
キ
ス
ト
、
巻
一
か
ら
五
の

零
本
で
、
字
句
の
系
統
は
明
ら
か
に
清
家
本
系
統
に
属
す
る
が
、
字

様
そ
の
他
、
甲
・
乙
つ
け
が
た
い
も
の
が
存
す
る
。
室
町
後
期
の
緇

流
で
か
な
り
高
い
地
位
に
在
っ
た
者
か
、
博
士
家
の

｢

論
語｣

を
学

ん
だ
形
跡
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
伝
本
の
存
在
は
、
当
年
の

｢

論
語｣

受
容
を
知
る
重
要
な
資
料
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
乙
種
の
周
辺
に
位
置
す
る
も
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
に
は
甲
種
の
よ
う
に
章
数
を
撰
者
の
上
に
記
す
も
の
《
斯
道
文
庫

蔵
本(

伏
原
家
本
・091

＼66)

、
斯
道
文
庫
蔵
本(

戒
光
院
旧
蔵
本
・

092

＼49)

、
仁
和
寺
蔵
本(

永
禄
十
三
年
＝1570

写
単
経
本)

、》
と
、

《
斯
道
文
庫
蔵
本

(

正
長
一
年
＝1428

本
奥
書
本
・092

＼4)

、
京

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

(

宣
光
所
持
本
・66

ロ7)

、
龍
谷
大
学
大

宮
図
書
館
蔵
本

(

写
字
台
単
経
本
・021

＼21

＼2)

》
の
よ
う
に
、

章
数
を
削
除
し
て
記
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
前
者
を
総
称

し
て
丙
種
と
名
付
け
、
後
者
を
総
称
し
て
丁
種
と
名
付
け
る
。

こ
う
し
て
、
正
統
な
清
家
本
と
や
や
変
化
を
取
り
入
れ
た
清
家
本
と
、
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甲
か
ら
丁
ま
で
四
種
類
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
本

文
の
系
統
も
や
は
り
変
化
を
来
し
、｢

学
而
第
一｣

の

｢

学
而
時
習

之
、
不
亦
説
乎
＝
学
ん
で
時
に
習
う
、
ま
た
、
よ
ろ
こ
ば
し
か
ら
ず

や｣

の
一
文
、｢

よ
ろ
こ
ぶ｣

を
清
家
本
は

｢

説｣

に
つ
く
る
が
、

丙
・
丁
本
は

｢

悦｣

に
作
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
正

平
版
や
義
疏
本
に
見
ら
れ
る
字
句
の
変
化
で
あ
り
、
清
家
禁
中
の
家

本
が
次
第
に
流
布
本
と
交
錯
し
て
い
く
姿
を
垣
間
見
る
よ
う
で
あ
る
。

更
に
、
は
っ
き
り
と
こ
れ
ら
の
分
類
に
分
け
る
こ
と
に
は
躊
躇
す

る
が
、
こ
の
流
れ
を
汲
む
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
推
測
さ
れ
る
も

の
に
、
大
国
魂
神
社
蔵
本
の
甲
種
、
成
簣
堂
文
庫
蔵
本(

大
林
寺
本
・

1140117)

の
丙
種
、
日
光
山
輪
王
寺
蔵
本

(

単
経
本
・90

＼1

＼18

86)

の
丁
種
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
特
徴
を
整
理
し
、
甲
か
ら
丁
ま
で
の
現
存
本
を
表
に
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。(

最
後
の
項
目
の

｢

字
数｣

は
尾
題
に
附

さ
れ
る
経
注
大
小
字
数
の
有
無
を
示
し
参
考
ま
で
に
加
え
た)
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〈甲種〉
No. 所蔵 函番 種別 章数 行字 字数

65 大阪府立図書館 甲和153 清家本 ｢説｣ 有 (上) 甲 ７×14 有

70 神宮文庫 515 清家本 ｢説｣ 有 (上) 甲 ７×14 有

71 神宮文庫 488 清家本 ｢説｣ 一部有 (上) 甲 ７×14 有

78 京都大学附属図書館 66ロ8 清家本 ｢説｣ なし 甲 ７×15

80 京都大学附属図書館 66ロ6 清家本 ｢説｣ 有 (上) 甲 ７×14 有

64 大国魂神社 ｢説｣ 巻１のみ有 (上) 甲か ４×11 有

75 醍醐寺 清家系 ｢説｣ 有 (上) 甲か乙か ７×17 有

〈丙種〉
No. 所蔵 函番 種別 章数 行字 字数

7 斯道文庫 091／66 清家本 ｢悦｣ 有 (上) 丙 ８×13 有

18 斯道文庫 092／49 清家本か ｢悦｣ 有 (上) 丙 ８×13 有

74 仁和寺 称58 ｢悦｣ 有 (上) 丙 (乙の一か) ８×14

34 成簣堂 1140117 有 (上) 丙か ７×17 有

〈乙種〉
No. 所蔵 函番 種別 章数 行字 字数

4 斯道文庫 091／10 清家本 ｢説｣ 有 (上)､ 学而なし 乙 ５×14 有

25 東洋文庫 1C41 清家本 ｢説｣ 有 (上)､ 学而なし 乙 ７×14 有

67 天理大学附属図書館 123�3／イ13 清家本 ｢説｣ 有 (上)､ 学而なし 乙 ７×14 有

68 天理大学附属図書館 123�3／イ15 清家本 ｢説｣ 有 (上)､ 学而なし 乙 ７×16

73 陽明文庫 近ロ22 清家本 ｢説｣ 有 (上)､ 学而なし 乙 ７×14 有

76 大和文華館 鈴鹿文庫 清家本 ｢説｣ なし 乙 ７×14

79 京都大学附属図書館 66ロ5 清家本 ｢説｣ 有 (上)､ 学而なし 乙 ７×14 有

82 京都大学附属図書館 66ロ1 清家本 ｢説｣ 有 (上)､ 学而なし 乙 ７×14 有

〈丁種〉
No. 所蔵 函番 種別 章数 行字 字数

13 斯道文庫 092／4 清家本 ｢悦｣ なし 丁 ７×14 なし

53 日光山輪王寺 90／1／1886 清家系か ｢悦｣ なし 丁 (乙の一か) ８×15

77 龍谷大学大宮図書館 021／21／2 清家本 ｢悦｣ 有 (下) 丁 (乙の一か) ８×12 なし

81 京都大学附属図書館 66ロ7 清家本 ｢悦｣ なし 丁 (乙の一か) ８×16



第
二
節

正
平
版

｢

論
語｣

の
影
響
を
蒙
る
古
鈔
本

｢

論
語｣

正
平
版
が
正
平
十
九
年

(

一
三
六
四)

に
日
本
で
初
め
て
出
版
さ
れ
た

｢

論
語｣

で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
何

度
か
覆
刻
を
繰
り
返
し
、
室
町
時
代
を
通
じ
て
持
て
囃
さ
れ
た
こ
と
も
前
述
し
た
。
秘
本
が
世
に
公
開
さ
れ
た
こ
と
は

｢

論
語｣

講
読
を

願
う
学
徒
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
朗
報
で
あ
っ
た
。
正
平
十
九
年

(

一
三
六
四)

、
応
永
頃

(

十
五
世
紀
初
頭
・
室
町
時
代
前
期)

、
応
仁

文
明
頃

(

十
五
世
紀
後
半
・
室
町
時
代
中
期)

、
明
応
八
年

(

一
四
九
九)

、
天
文
年
間

(

十
六
世
紀
半
ば
・
室
町
時
代
後
期)

の
各
期
間

に
重
版
・
重
印
を
繰
り
返
し
て
い
っ
た
こ
と
も
前
述
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
機
運
が
古
写
本
の
成
立
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ぬ
筈
は
な
く
、
正

平
版
を
元
に
し
て
影
写
や
転
写
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
版
本
が
手
に
入
ら
な
い
か
ら
写
本
を
作

る
と
い
う
だ
け
の
単
純
な
解
釈
で
は
収
ま
り
が
つ
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
様
々
な
テ
キ
ス
ト
の
要
素
が
入
り
交
じ
っ
て
く
る
と

い
う
複
雑
な
古
写
本
成
立
事
情
を
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
度
も
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

先
ず
、
全
く
忠
実
に
正
平
版
を
影
写
し
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
。
斯
道
文
庫
蔵
本

(

青
蓮
王
府
旧
蔵
・092

＼2)

同

(

応
永
三
十
三

年
写
本
・092

＼5)

、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本

(

渋
沢
栄
一
旧
蔵
・
青42)

、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

(

円
融
蔵
・
ロ860

＼12)

、
東

洋
文
庫
蔵
本

(

木
村
正
辞
旧
蔵
本
の
巻
一
〜
二
・1c40)

が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
い
ず
れ
も
室
町
時
代
前
期
か
ら
中
期
と
思
わ
れ
る
書
写

に
係
り
、
筑
波
大
本
は
正
平
版
の
単
跋
本
の
跋
文
ま
で
も
移
写
し
て
お
り
、
文
明
時
代
を
中
心
と
す
る
室
町
時
代
中
期
の
正
平
版
隆
盛
に

伴
っ
た
影
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
斯
道
文
庫
蔵
本
の
応
永
三
十
三
年
鈔
本
な
ど
は
、
周
防
の
国
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、

大
内
氏
の
文
化
事
業
を
担
う
も
の
と
想
像
さ
れ
、
字
句
も
極
め
て
正
平
版
に
類
似
し
、
訓
点
も
厳
格
な
清
家
点
と
は
言
え
な
い
こ
と
な
ど

(｢

安
田
文
庫
蒐
集
古
鈔
本

『

論
語
集
解』

に
つ
い
て｣

〈
前
掲
〉
を
参
照)

、
正
平
版
の
影
響
が
、
博
士
家
と
は
異
な
っ
た
場
で
、
な
お
地
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方
へ
も
波
及
し
て
い
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
伝
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
今
、
分
類
し
て
戊
類
と
名
付
け
る
。

図
を
以
て
し
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
影
写
正
平
版
の
テ
キ
ス
ト

は
、
清
家
本
と
異
な
り
、
巻
頭
題
の
章
数
が
撰
者
魏
何
晏
集
解
の
下

に
置
く
の
が
特
徴
で
、

｢

論
語
里
仁
第
四

何
晏
集
解

凡
二
十
六
章

｣

な
お
か
つ

｢

学
而
第
一｣

の

｢

学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎｣

、｢

説｣

の
字
を

｢

悦｣

に
作
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
書
式

(

行
字
数)

も
正

平
版
に
同
じ
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
特
徴
を
以
て
、
現
存
の
古
鈔
本
を
見
る
と
き
、
非
常

に
多
く
の
伝
本
が
、
正
平
版
の
忠
実
な
写
し
と
は
言
え
な
い
が
、
こ

の
特
徴
を
体
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
十
六
点
の
伝
本
、

欠
本
な
ど
で
推
定
も
含
め
る
と
実
に
十
九
点
の
伝
本
が
こ
の
型
を
踏

襲
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
伝
本
は
、
正
平
版

と
は
字
句
の
異
同
か
ら
も
、
戊
類
に
属
す
る
伝
本
と
は
一
線
を
画
す

る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
書
写
年
代
も
、
影
写
正
平
版
本
よ
り
も
降
っ

た
、
文
亀
永
正
か
ら
後
の
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
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戊類 (青蓮院本)己類 (伝楠河州本)



も
の
が
多
い
の
も
変
化
を
含
む
伝
本
の
特

徴
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
校
勘
篇
を

参
照
い
た
だ
く
が
、
ま
た
、
こ
れ
ら
伝
本

そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
も
字
句
の
異
同
は
存
し
、

一
類
に
纏
め
る
の
に
は
や
や
躊
躇
さ
れ
る

が
、
清
家
本
と
は
全
く
違
う
系
統
を
示
し
、

こ
れ
ら
一
群
の
伝
本
は
正
平
版
の
影
響
を

強
く
蒙
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
推
定
す
る
。

た
だ
し
、
後
述
の

｢

論
語
義
疏｣

の
影
響

を
蒙
る
伝
本
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
が
、

錯
綜
す
る
伝
本
の
成
り
立
ち
は
簡
単
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、

こ
の
伝
本
を
総
称
し
て
己
類
と
す
る
。

己
類
は
、
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
蔵
本

(

根
本
通
明
旧
蔵
・
特263)

、
斯
道
文
庫

蔵
本(

天
正
十
八
年
単
経
本
・091

＼12)

、

同

(091

＼67)

、
同

(091

＼220)

、
同
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〈�種〉
No. 所蔵 函番 種別 章数 行字 字数

12 斯道文庫 092／2 影正平版 ｢悦｣ 有(下)､学而なし 戊 ６×13 有

14 斯道文庫 092／5 正平系か ｢悦｣か 有 (下) 戊 ６×13 有

47 都立中央図書館 青42 影正平版 ｢悦｣ 有 (下) 戊 ６×13 有(巻２・３なし)

62 筑波大学附属図書館 ロ860／12 影正平版 ｢悦｣ 有 (下) 戊 ６×13 有

29 東洋文庫 1C40 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 巻１・２戊､ 他己 ６×13 有

〈己種〉
No. 所蔵 函番 種別 章数 行字 字数

1 秋田県立秋田図書館 特／263 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 ８×17 有

6 斯道文庫 091／12 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 ７×20 巻１のみ有

8 斯道文庫 091／67 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 ６×16 有

10 斯道文庫 091／220 正平系か ｢悦｣か 有 (下) 己 ８×20 有

11 斯道文庫 092／1 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 ７×13 有

15 斯道文庫 092／8 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 ７×不等 有

19 斯道文庫 092／50 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 ７×14 有

24 慶應義塾図書館 110X／249 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 ７×14 有

26 東洋文庫 1C42 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 ７×20 有

43 国会図書館 WA16／12 正平系か ｢悦｣？ 有 (下) 己 ９×16 有

44 国会図書館 123�83／rk 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 有

45 国会図書館 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 ６×13 有

46 静嘉堂文庫 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己

49 日光山輪王寺 85／2／1467 正平系か 有 (下) 己 ８×14 有

60 築島裕 正平系か 一部有(下) 己 ７×16 なし

61 某家 正平系か ｢悦｣ 有 (下) 己 ７×15 有

32 成簣堂 1140082 正平系か 有 (下) 己か ７×14 有

35 成簣堂 1140089 ｢悦｣か 有 (下) 己か ７×14 有

66 阪本龍門文庫 230､2／7 影正平版か ｢悦｣ 有(下)､学而は上 己か ７×13 有



(
永
禄
三
年
写
本
・092

＼1)

、
同

(

天
文
十
八
年
写
本
・092

＼8)

、
同

(

伝
楠
河
州
写
本
・092

＼50)

、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本

(

応

永
六
年
写
本
・110X

＼249)

、
東
洋
文
庫
蔵
本

(

永
正
十
二
年
奥
書
本
・1c42)

、
同

(

大
永
四
年
鈔
本
・1c40

の
巻
三
〜
十)

、
成
簣

堂
文
庫
所
蔵
本

(1140082)

同
蔵
本

(

天
祐
旧
蔵
本
・1140089)

、
国
会
図
書
館
蔵
本

(

賀
茂
三
手
文
庫
旧
蔵
・w

a16

＼12)

、
同

(

永
禄
一
年
鈔
本
・123

・83

＼rk)

、
同
蔵
本

(

室
町
末
近
世
初
写
本)

、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
、
日
光
山
輪
王
寺
蔵
本

(

文
亀
二
年
鈔
本
・

85

＼2

＼1467)

、
築
島
裕
氏
蔵
本

(

永
正
十
三
年
写
本)

、
某
家
蔵
本
、
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
本

(230

・2

＼7)

が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
、
戊
己
類
の
現
存
本
を
表
に
す
る
と
、
右
の
よ
う
に
な
る
。

第
三
節

｢
論
語
義
疏｣

の
影
響
を
蒙
る
古
鈔
本

｢

論
語｣

序
編
の
第
二
章
に
述
べ
た
室
町
時
代
の
｢

論
語
義
疏｣

の
存
在
は
、｢

正
平
版
論
語｣

よ
り
も
露
骨
に

｢

論
語
集
解｣

に
影
響
を
及
ぼ

し
た
。
即
ち
、
前
述
の
よ
う
に
、
各
篇
の
首
題
の
下
に

｢

義
疏｣

の
疏
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
多
々
存
在
し
、
そ
れ
は
例
え

ば
、｢

学
而
第
一

疏｣

と
あ
り
、
以
下
小
字
双
行
に
て

｢

論
語
是
此
書
總
名
学
而
為
第
一
第
篇
別
目
…
…
故
曰
学
而
第
一
也｣

と

｢

学

而｣

篇
の
意
義
と
総
括
を
示
す
一
文
を
篇
題
の
下
に
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、｢

義
疏｣

中
の
、
各
篇
の
意
義
と
総
括
を
示

す
一
文
が
、｢

集
解｣

単
行
本
の
、
全
て
の
篇
に
そ
の
ま
ま
挿
入
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
依
然

と
し
て
本
文
が
集
解
本
で
、
し
か
も
そ
の
注
釈
内
に
は

｢

義
疏｣
の
疏
文
が
混
入
す
る
こ
と
は
無
い
。
従
っ
て
、
形
か
ら
見
れ
ば
、｢

論

語
義
疏｣

か
ら

｢

疏
文｣

の
み
を
削
除
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
の
解
釈
も
可
能
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
妥
当
な
推
測
か
ど
う
か
、
な

ん
と
も
言
え
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
私
は
、
や
は
り
、｢

集
解｣

本
に
疏
文
が
付
加
さ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
、

と
思
っ
て
い
る
。
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更
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
篇
題
の
型
か
ら
見
て
、
二
種
類
に
分

か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
章
の
数
を
示
す
章
数
が
あ
る
も
の
と

無
い
も
の
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
章
数
の
無
い
も
の
を
庚
類
と
名
付

け
、
章
数
の
有
る
も
の
を
辛
類
と
名
付
け
る
こ
と
と
す
る
。
こ
う
し

た
単
純
と
も
思
え
る
型
に
よ
る
分
類
が
何
故
こ
れ
程
ま
で
に
意
味
を

持
つ
も
の
な
の
か
。
庚
類
は
総
じ
て
何
晏
の

｢

集
解
序｣

を
欠
く
特

徴
が
あ
る
。

庚
類
に
属
す
る
も
の
は
、
斯
道
文
庫
蔵
本

(

林
泰
輔
旧
蔵
本
・09

1

＼6)

、
同
蔵
本

(

尾
崎
雅
嘉
旧
蔵
・091

＼9)

、
同
蔵
本

(

島
田
篁

邨
旧
蔵
・091

＼11)

、
同
蔵
本

(

文
明
頃
写
単
経
本
・091

＼68)

、

同
蔵
本

(

舜
政
禅
師
写
本
・092

＼51)

、
東
洋
文
庫
蔵
本

(

池
田
光

政
旧
蔵
本
・1c37)

、
同
蔵
本

(

永
禄
六
年
写
本
・1c39)

、
成
簣
堂

文
庫
蔵
本

(

大
野
洒
竹
旧
蔵
本
・1140072)

、
同
蔵
本

(

享
禄
四
年

写
本
・1140080)

、
同
蔵
本

(

清
見
寺
旧
蔵
本)

、
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
本

(
賜
蘆
文
庫
旧
蔵
・555

＼131)

、
国
会
図
書
館
蔵
本

(w
a16

＼19)
、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本

(

特6253)

、
日
光
山
輪
王
寺
蔵
本

(85

＼1

＼1466)
、
同
蔵
本

(85

＼1

＼1464)

、
史
跡
足
利
学
校
蔵
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庚類､ (舜政本)辛類､ (勝海舟本)



本

(509

＼1)

、
同

蔵
本

(

寒
松
写
か
・

505

＼1)

、
天
理
大

学
附
属
天
理
図
書
館

蔵
本

(123

・3

＼
イ

19)

、
神
宮
文
庫
蔵

本(

林
崎
文
庫
旧
蔵
・

516)

の
十
九
伝
本

で
あ
る
。

ま
た
、
一
方
、
辛

類
に
属
す
る
も
の
は
、

斯
道
文
庫
蔵
本

(

勝

海
舟
旧
蔵
・092

＼9)

、

同
蔵
本(092

＼16)

、

同
蔵
本

(

慶
長
十
五

年
写
本
・092

＼52)

、

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
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〈辛種〉
No. 所蔵 函番 種別 章数 行字 字数

16 斯道文庫 092／9 疏鼠入 有 (下) 辛 ×14 有

17 斯道文庫 092／16 疏鼠入 有 (下) 辛 ８×20 有

21 斯道文庫 092／52 疏鼠入 有 (下) 辛 ８×14 有

23 慶應義塾図書館 110X／67 足利学校系 疏鼠入 有 (下) 辛 ９×20 有

30 東洋文庫 1C38 疏鼠入 有 (下) 辛 ８×15 有

37 宮内庁書陵部 457／207 疏鼠入 一部有 辛 ８×17 なし

42 国会図書館 WA16／45 足利学校系 疏鼠入 一部有(下) 辛 ８×15 有

52 日光山輪王寺 85／1／1468 疏鼠入 有 (下) 辛 ６×12 一部有

54 日光山輪王寺 85／1／1465 一部疏鼠入､｢悦｣ 有 (下) 辛 ７×15 巻２のみ有

55 史跡足利学校 505／1 足利学校系 疏鼠入 有 (下) 辛 ８×16

58 六地蔵寺 戊19 疏鼠入 一部有(下) 辛 ７×17 一部有

59 六地蔵寺 戊8 疏鼠入 一部有(下) 辛 ９×20 有

〈庚種〉
No. 所蔵 函番 種別 章数 行字 字数

2 斯道文庫 091／6 疏鼠入 なし 庚 ８×16 有

3 斯道文庫 091／9 疏鼠入 なし 庚 ９×20 なし

5 斯道文庫 091／11 足利学校系か 疏鼠入 なし 庚 ９×20 なし

20 斯道文庫 092／51 疏鼠入 なし 庚 ９×20 なし

27 東洋文庫 1C37 疏鼠入 なし 庚 ９×20 一部有

28 東洋文庫 1C39 疏鼠入 なし 庚 ８×13 なし

31 成簣堂文庫 1140072 疏鼠入 なし 庚 ８×16 有

33 成簣堂文庫 1140080 足利学校系 疏正義鼠入 なし 庚 ８×20 なし

36 成簣堂文庫 疏鼠入 なし 庚 ７×20 巻９のみ有

39 宮内庁書陵部 555／131 疏鼠入 なし 庚 ８×16

41 国会図書館 WA16／19 足利学校系 疏鼠入 なし 庚 ９×20 なし

48 都立中央図書館 特6253 疏鼠入 なし 庚 ９×16

50 日光山輪王寺 85／1／1466 疏鼠入 なし 庚 ９×20 有(巻10のみあり)

51 日光山輪王寺 85／1／1464 疏鼠入 なし 庚 ８×16 なし

56 史跡足利学校 509／1 足利学校系 疏鼠入 なし 庚 ７×16 有

57 史跡足利学校 505／1 足利学校系 疏鼠入 なし 庚 ９×16 なし

69 天理大学附属天理図書館 123･3／イ9 義疏鼠入 なし 庚 ９×16 なし

72 神宮文庫 516 疏鼠入 なし 庚 ８×16 なし

9 斯道文庫 091／68 ｢悦｣ なし 庚か 不等 なし



本
(

大
島
雅
太
郎
旧
蔵
本
・110X

＼67)

、
東
洋
文
庫
蔵
本

(1c38)

、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

(457

＼207)

、
国
会
図
書
館
蔵
本

(

櫻
山

文
庫
旧
蔵
・w

a16

＼45)

、
日
光
山
輪
王
寺
旧
蔵

(

豪
舜
之
本
・85

＼1

＼1468)

、
同
蔵
本

(85

＼1

＼1465)

、
史
跡
足
利
学
校
蔵
本

(

九
華
写
本
・505

＼1)

、
六
地
蔵
寺
蔵
本

(

戊19)

、
同
蔵
本

(

宥
長
旧
蔵
本
・
戊8)

の
十
二
伝
本
で
あ
る
。

以
上
、
庚
辛
類
の
現
存
本
を
表
に
す
る
と
右
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
以
上
第
三
節
ま
で
述
べ
た
分
類
を
、
も
う
一
度
、
簡
略
に
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
カ
ッ
コ
内
は
図
版
に
用
い
た
伝

本
。

宣
賢
本
…
…
…
…
…
…
甲
類

(

大
阪
府
図
梅
仙
本)

清
家
本

枝
賢
系
本
…
…
…
…
…
乙
類

(
三
十
郎
本)

章
数
有

(

上)

…
…
…
丙
類

(

戒
光
院
本)

章
数
無
…
…
…
…
…
…
丁
類

(

正
長
本)

正
平
版
系

影
写
本
…
…
…
…
…
…
戌
類

(

青
蓮
院
本)

転
写
本
…
…
…
…
…
…
巳
類

(

楠
河
州
本)
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義
疏
系

章
数
無
…
…
…
…
…
…
庚
類

(

舜
政
本)

章
数
有

(

下)

…
…
…
辛
類

(

海
舟
本)

総
じ
て
見
る
と
、
第
三
節
に
記
す

｢

論
語
義
疏｣

の
影
響
を
蒙
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
数
量
的
に
最
も
多
く
伝
存
し
、
こ
の
事
実
は
、
清
家

本
や
正
平
版
系
の
写
本
よ
り
も
、
転
写
さ
れ
る
機
会
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
庚
・

辛
類
は
、
書
写
年
代
も
ほ
ぼ
室
町
時
代
後
期
に
属
し
、
あ
る
い
は
、
こ
の
伝
存
量
の
多
さ
は
、
時
代
的
な
流
行
と
言
う
要
因
を
考
慮
に
入

れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
中
世
後
半
期
に
お
い
て
、
学
術
界
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
、
関
東
の
足

利
学
校
の
動
向
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

足
利
学
校
の
学
問
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬

｢

増
補
新
訂

足
利
学
校
の
研
究｣

(

講
談
社
・
昭
和
四
十
九)

に
詳
し
い
。
足
利
学
校

は
創
設
が
平
安
時
代
と
も
鎌
倉
時
代
と
も
言
わ
れ
る
関
東
に
お
け
る
最
古
の
教
育
機
関
で
、
主
に
儒
学
の
伝
導
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た

が
、
そ
の
明
確
な
活
動
の
実
態
が
知
れ
る
の
は
室
町
時
代
中
期
、
永
享
年
間

(

一
四
二
九
〜
一
四
四
〇)

に
上
杉
憲
実
が
快
元
を
庠
主
に

迎
え
、
同
十
一
年
に
宋
版
の

｢

書｣
｢

詩｣
｢

礼｣
｢

左
伝｣
の
四
経
と
学
田
を
寄
進
、
ま
た
、
同
じ
頃
、
上
杉
憲
忠
に
よ
る
宋
版

｢

易｣

の
寄
進
な
ど
に
よ
る
上
杉
氏
の
庇
護
に
始
ま
る
。
学
校
は
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
名
を
天
下
に
知
ら
し
め
る
養
成
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
教
育
理
念
は
武
家
社
会
並
び
に
、
そ
れ
と
相
表
裏
す
る
学
僧
の
知
識
要
求
に
応
え
る
べ
く
、
広
く
儒
学
一
般
の
読
書
を
経
て
応
用
性

あ
る
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
、
特
に

｢

易｣

や

｢

六
韜｣
な
ど
戦
国
の
世
に
威
力
を
発
揮
す
る
学
問
に
力
が
入
っ
て
い

た
。
川
瀬
博
士
の
論
攷
に
よ
れ
ば
、
室
町
時
代
の
学
校
の
学
問
を
そ
の
蔵
書
を
も
っ
て
時
代
区
分
を
す
る
と
、
第
一
期
が
永
享
〜
応
仁
の

頃

(

一
四
二
九
〜
一
四
六
七)

で
庠
主
快
元
の
時
代
、
第
二
期
が
応
仁
〜
大
永

(
一
四
六
七
〜
一
五
二
七)

、
第
三
期
が
大
永
〜
天
正
頃
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(

一
五
二
一
〜
一
五
九
一)

で
庠
主
九
華
の
時
代
に
分
か
れ
る
と
言

う
。
既
に
、
多
く
の
書
物
が
流
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
の
学

問
の
復
元
は
ま
だ
ま
だ
研
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
学
校
に
現
存
す
る

文
献
か
ら
推
定
す
る
こ
う
し
た
学
統
は
恐
ら
く
は
事
実
を
物
語
っ
て

い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、｢

論
語
集
解｣

に
関
し
て
は
、

九
華
自
筆
の
零
本
が
二
部

(

存
巻
一
〜
二
と
存
巻
五
〜
十
の
二
部)

と
そ
の
写
し
が
一
部
遺
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
零
残
の
な

か
に
、
充
分
、
当
年
の
足
利
学
校
の

｢

論
語｣

講
習
の
本
質
が
遺
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

学
校
に
学
ぶ
者
は
先
ず
、
講
習
の
元
と
な
る
テ
キ
ス
ト
を
写
し
、

写
本
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
テ
キ

ス
ト
に
師
説
を
細
か
に
書
き
入
れ
る
。
時
に
は
、
本
文
が
見
え
な
く

な
る
ほ
ど
行
間
に
、
上
下
の
余
白
に
注
釈
を
書
き
込
む
。
本
文
の
匡

郭
の
上
部
に
数
糎
の
空
白
を
設
け
、
更
に
天
の
上
限
に
欄
線
を
引
き
、

上
層
を
作
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
学
校
系
の
写
本
の
特
徴
で
、
こ
の

形
式
は
全
国
に
波
及
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
上
図
の

｢

黄
石

公
三
略｣

に
見
る
よ
う
に
、
足
利
学
校
に
て
記
さ
れ
た
写
本
は
、
書
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天正写本 ｢黄石公三略｣ (091／80) (巻頭・巻末)



眉
・
行
間
・
遊
紙
に
所
せ
ま
し
と
講
義
録
が
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

学
校
は
寄
宿
舎
が
あ
る
と
は
い
え
、
部
屋
に
限
り
も
あ
り
、
学
習
者
は
近
隣
の
寺
院
や
民
家
に
滞
在
し
、
底
本
を
借
り
て
写
し
講
義
に

参
加
し
た
も
の
で
、｢

三
略｣

の
写
本
の
奥
書
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
む
し
ろ
、
足
利
学
校
系
の
写
本
は
、
学
校
で
学
ん
で
持
ち
帰
る
写
本
が
多
く
を
占
め
る
訳
で
、
そ
れ
が
全
国
に
散
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
実
態
を
把
握
す
る
の
は
困
難
を
極
め
る
。
中
世
後
半
期
は
京
都
や
鎌
倉
の
五
山
に
て
禅
林
の
漢
籍
読
習
が
隆
盛

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
読
習
の
特
徴
で
あ
る
テ
キ
ス
ト
へ
の
満
紙
書
き
入
れ
の
方
法
を
併
せ
見
る
と
き
、
都
や
地
方
を
結
ん
で
往
来
す
る
学

僧
・
武
士
の
、
求
学
の
精
神
を
先
ず
理
解
し
な
け
れ
ば
、
室
町
時
代
の
書
物
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

｢

論
語
集
解｣

の
古
鈔
本
に
あ
っ
て
も
、
書
式
や
字
様
な
ど
か
ら
、
学
校
系
の
写
本
と
判
断
さ
れ
る
も
の
も
幾
つ
か
を
存
す
る
。
国
会

図
書
館
蔵
本
の
二
本

(w
a16

＼19

、w
a16
＼45)

は
、
い
ず
れ
も
奥
書
を
存
し
な
い
が
、
明
か
に
学
校
系
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
前

者

(19)

は
書
き
入
れ
に
朱
点
で
学
校
系
特
有
の
記
号
を
含
み
、｢�
曰｣

(

宋��
の

｢

論
語
注
疏
解
経｣)

、｢

疏
曰｣

(｢

論
語
義
疏｣)

、

｢

集
注｣

(

宋
朱
熹
の

｢

論
語
集
注｣)

な
ど
を
周
密
に
書
き
入
れ
、
新
し
い
注
釈
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
学
校
の
姿
勢
も
伺
え
る
。

成
簣
堂
文
庫
蔵
本

(

享
禄
四
年
写
本
・1140080)

も
こ
の
類
で
あ
る
。
他
に
、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本

(

特6253)

、
日
光
山
輪
王
寺
蔵

本

(85

＼1

＼1466)

も
字
様
が
学
校
系
の
特
徴
を
伝
え
て
い
る
。
輪
王
寺
の
天
海
蔵
に
係
る
も
の
は
、
天
海
が
永
禄
三
年

(

一
五
六
〇)

か
ら
四
年
間
足
利
学
校
に
滞
留
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蔵
本
に
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
は
首
頷
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
斯
道

文
庫
蔵
本

(091

＼11)

も
同
様
、
ま
た
同
蔵
本

(092

＼51

・
庚
類
図
版
参
照)

は
、
最
も
学
校
本
に
近
い
風
格
を
持
ち
、
附
添
す
る
由

来
記
に
、｢

天
海
舜
政
禅
師
伝
記｣

が
あ
り
、
舜
政
禅
師
の
所
持
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
禅
師
は
、
米
沢

の
人
で
、
今
茨
城
県
城
里
町
に
あ
る
曹
洞
宗
龍
谷
院
の
開
山
、
秀
峰
宗
岱
に
師
事
し
、
後
、
常
州
大
寧
寺

(

今
、
八
郷
町
の
泰
寧
寺
か)
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の
第
一
世
と
な
り
、
更
に
野
州
に
入
り
、
益
子
入
道
睦
虎
居
士
が
そ
の
弟
子
と
な
り
精
舎
を
建
立
し
て
鶏
足
と
名
付
け
、
禅
師
が
開
山
と

な
っ
た
。
今
の
足
利
市
に
あ
る
鶏
足
寺
と
は
違
う
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
足
利
近
辺
に
住
職
と
な
っ
た
僧
侶
で
あ
る
と
伝
え

ら
れ
る
。
大
永
七
年

(

一
五
二
七)

六
十
歳
で
寂
す
る
と
い
う
。
然
ら
ば
、
そ
の
所
持
本
と
さ
れ
る
の
は
、
本
書
が
風
格
上
、
足
利
学
校

系
の
写
本
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
と
事
実
関
係
が
一
致
す
る
の
で
あ
っ
て
、
学
校
周
辺
に
お
い
て
相
当
数
の
写
本
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
想
像

せ
し
め
る
伝
本
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、｢

論
語
義
疏｣
は
学
校
に
と
っ
て
、
ま
た
特
異
な
も
の
と
し
て
歴
史
の
中
に
刻
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

江
戸
時
代
根
本
遜
志
が
学
校
の

｢
義
疏｣

を
元
に
し
て
、｢

論
語
集
解
義
疏
十
巻｣

を
寛
延
三
年

(

一
七
五
〇)

に
出
版
、
中
国
で
既
に

滅
ん
だ
幻
の

｢

義
疏｣

を
世
に
送
り
、｢

四
庫
全
書｣

に
も
収
載
さ
れ
る
快
事
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
以
後
は

｢

義
疏｣

と
言
え
ば
足
利
学
校
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
こ
と
と
も
な
っ
た
。
実
際
に
は
、
九
行
二
十
字
の
十
冊
本
一
点
が
現
在
、
史
跡
足
利
学

校
に
所
蔵
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
書
写
年
代
も
庠
主
九
華
の
時
代
と
推
定
さ
れ
て
お
り

(

川
瀬
博
士
に
よ
る)

、
つ
ま
り
、
永
禄

を
中
心
と
し
た

(

一
五
五
八
〜
一
五
六
九)

頃
の
書
写
で
あ
ろ
う
。
勿
論
そ
れ
よ
り
も
古
い
写
本
も
存
在
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
或

い
は
、
九
華
の
時
代
が
最
も
盛
ん
に

｢

義
疏｣

講
習
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

斯
道
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
古
鈔
本

｢

論
語
義
疏｣

を
見
る
と
、
芳
郷
光
隣
手
沢
本

(091

＼13)

も
足
利
学
校
系
の
風
格
を
持
つ
。
光

隣
は
東
福
寺
宝
勝
院
に
住
し
、
天
文
五
年

(

一
五
三
六)

没
し
た
が
、
か
つ
て
足
利
に
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
本
写
本
も
文
亀
永
正
頃

(

十
六
世
紀
初
頭)

の
書
写
と
思
わ
れ
、
学
校
の
影
響
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
明
十
九
年

(

一
四
八
七)

写
本

(092

＼6)

は
、｢

江
州
山
上
、
曹
源
寺
の
意
足
庵
に
て
二
十
五
歳
の
周
篤
が
書
き
写
し
た｣
と
い
う
奥
書
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
本
書
は

周
防
山
口
大
内
氏
の
有
に
帰
し
て
い
た
。
江
州
曹
源
寺
が
何
れ
の
寺
院
で
あ
る
か
を
審
に
し
な
い
が
、
字
様
に
足
利
系
の
風
格
を
見
て
取
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れ
る
の
で
あ
る
。
奥
書
に
も
底
本
は

｢

周
釣
蔵
主
之
本｣

で
あ
る
と

記
し
、
足
利
系
の
写
本
で
あ
っ
た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
本
、
稲
田
福
堂
の
旧
蔵
本

(092

＼7)

は

(

図
を
参
照)

、

こ
れ
ら
よ
り
や
や
書
写
年
代
が
降
る
天
文
か
ら
後
の
も
の
と
推
定
す

る
が
、
墨
色
濃
厚
で
筆
画
に
力
有
り
、
ま
さ
に
足
利
学
校
系
の
字
様

と
言
え
よ
う
。
書
式
も
そ
れ
に
相
当
し
、
学
校
周
辺
の
産
物
と
見
て

ま
ず
疑
い
は
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
本
が
い
ず
れ
も
毎
半

葉
九
行
、
行
二
十
字
の
款
式
を
守
る
こ
と
も
興
味
深
い
が
、
巻
頭
の

書
式
な
ど
は
、
現
存
の
史
跡
足
利
学
校
蔵
本
と
は
や
や
異
な
り
、｢

義
疏｣

に
も
い
く
つ
か
の
写
本
の
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
せ
し

め
る
。

｢

義
疏｣

の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
に
論
攷
を
立
て
る
と
し
て
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

室
町
時
代
に
お
け
る

｢

論
語
発
題｣

な
ど
の
邦
人
注
釈
の
風
潮
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
阿
部
隆
一

｢

室
町
以
前
邦
人

撰
述
論
語
孟
子
注
釈
書
考｣

(

斯
道
文
庫
論
集
第
二
輯
・
昭
和
三
十
八)

に
詳
細
で
、｢

義
疏｣

が
注
釈
の
性
格
上
、
当
年
に
歓
迎
さ
れ
た

理
由
も
そ
こ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
前
述
し
た
。

要
す
る
に
、
室
町
時
代
を
風
靡
し
た
学
問
の
形
態
で
あ
っ
た
、｢

講
説｣
の
為
に
、
よ
り
基
本
的
な
知
識
か
ら
解
説
で
き
る
詳
細
な
注

解
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
が

｢

義
疏｣

流
行
の
主
な
要
因
で
あ
っ
た
が
、｢
義
疏｣

以
後
の
注
釈
で
あ
る
宋
の��｢
論
語
正
義｣

は
あ

ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、｢

正
義
よ
り
義
疏
を
愛
用
し
た
の
は
、
後
者
が
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
親
し
み
が
あ
っ
た
の
と
、
正
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義
が
普
及
し
始
め
た
頃
に
は
朱
熹
の
注
が
伝
わ
り
、
寧
ろ
新
注

の
方
に
漸
次
魅
力
を
ひ
か
れ
た
の
が
、
そ
の
理
由
の
最
た
る
も

の
で
あ
ろ
う｣

(

前
掲
阿
部
論
文)

。
そ
し
て
、
講
義
の
た
め
の

簡
便
な

｢

論
語｣

解
説
書
の
類
が
次
第
に
形
と
な
っ
て
流
行
す

る
に
至
り
、
曼
殊
院
蔵
の

｢

論
語
総
略｣

(

鎌
倉
期)

を
最
も

古
い
も
の
と
し
て
、
室
町
時
代
に
は
、｢

論
語
発
題｣

｢

論
語
私

集｣
｢

論
語
私
車｣

な
ど
の
解
題
書
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、｢

論
語
発
題｣

は

｢

当
時
論
語
注
釈
の
代
表
的
な

集
解
・
義
疏
・
集
注
の
三
序
を
中
心
と
し
、
そ
れ
に
孔
子
の
伝

記
と｢

論
語｣

解
題
に
必
要
な
図
を
添
え
、
要
す
る
に｢

論
語｣

の
全
貌
と
要
綱
を
読
者
に
会
得
せ
し
め
る
の
が
、
編
者
の
編
集

趣
旨
で｣

(

前
掲
阿
部
論
文)

あ
っ
た
。

さ
て
、
そ
の｢

発
題｣

の
成
立
に
関
し
て
、
庚
類
に
属
す
る
、

国
会
図
書
館
蔵
本

(w
a16

＼19)
｢

論
語
集
解｣

に
は
、
巻
初

に
｢

論
語
発
題｣

を
四
丁
附
し
て
い
て
、
こ
れ
を
、
阿
部
博
士

は
、
足
利
学
校
庠
主
九
華
の
自
筆
と
捉
え
、
ま
た
、
同
じ
く
国

会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
文
明
十
四
年

(

一
四
八
二)

の
本
奥
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書
を
持
つ
江
戸
末
期
の
写
本

｢

論
語
義
疏｣

に

｢

論
語
発
題｣

が
附
さ
れ
、
な
お
か
つ
、
そ
の
文
明
の
奥
書
は

｢

文
明
十
四
年
寅
年
三
月

於
足
利
官
濃
山
口
茅
檐
下
書
之｣

と
記
し
、
ま
さ
に
足
利
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
例
に
挙
げ
、｢

論
語
発
題｣

は
足

利
学
校
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

こ
の
推
測
は
、
断
定
と
ま
で
は
い
か
ぬ
が
、
前
述
の

｢

論
語
義
疏｣

写
本
の
足
利
学
校
に
ま
つ
わ
る
転
写
の
実
態
と
も
符
号
し
て
、
当

時
の

｢

論
語｣

講
読
の
足
利
勢
力
の
浸
透
を
説
明
し
て
い
て
甚
だ
興
味
深
い
。

｢

発
題｣

の
発
想
と
同
様
に
、｢

義
疏｣

の
必
要
な
部
分
を
抜
き
取
っ
て
、｢

集
解｣

の
テ
キ
ス
ト
に
加
え
、｢

集
解｣

を
よ
り
読
み
や
す

く
し
よ
う
と
す
る
恣
意
が
生
ま
れ
る
の
は
む
し
ろ
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
、｢

論
語｣

各
篇
の
内
容
を
纏
め

た

｢

義
疏｣

の
一
文
を
篇
題
の
下
に
加
え
た
日
本
特
有
の

｢

集
解｣

テ
キ
ス
ト

(

庚
・
辛
類)

が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
て
ま
た
、
前
述
す
る
よ
う
に
、
庚
類
・
辛
類
の
如
き
、｢

義
疏
混
入｣

の

｢

集
解｣

本
が
多
く
足
利
書
写
形
式
の
影
響
を
受
け
、
し

か
も｢

義
疏｣

が
足
利
で
相
当
に
書
写
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
う
し
て
、
義
疏
混
入
本｢

集
解｣

の
書
写
年
代
が
、
室
町
時
代
後
期
、

即
ち
、
九
華
な
ど
に
よ
る

｢

発
題｣

形
式
の
簡
略
な
解
題
書
の
流
行
し
た
時
代
と
、
そ
う
違
わ
ぬ
頃
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
の
事

実
を
も
っ
て
当
時
を
顧
み
る
な
ら
ば
、
更
な
る
推
測
を
重
ね
て
、｢

義
疏
混
入｣

の

｢

論
語
集
解｣

伝
本
の
出
所
を
、
足
利
学
校
に
求
め

る
こ
と
は
、
果
た
し
て
、
理
に
適
わ
ぬ
こ
と
と
は
言
え
ぬ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
す
れ
ば
、
足
利
現
存
の
、
九
華
自
筆
の

｢

集
解｣

古
鈔
本
の
持
つ
意
義
も
、
零
本
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
背
景
を
説
明
す
る
か

の
よ
う
で
、
深
い
も
の
が
あ
る
と
感
ず
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
室
町
時
代
に
お
い
て
、｢

論
語｣

講
習
の
中
心
は
、
博
士
家
の
勢
力
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
、
関
東
の
足
利
学
校
に

も
あ
っ
た
こ
と
を
、
伝
存
古
鈔
本
の
実
態
か
ら
、
明
確
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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附

説

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
本

(110

＼18)

は
、
テ
キ
ス
ト
自
体
、｢

義
疏｣

の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
が
、｢

論
語
集
解｣

の

本
文
と
注
を
元
に
し
て
、
そ
の
各
文
句
の
下
に
邦
人
の
注
釈
を
漢
文
で
加
え
た
、
所
謂
、｢

論
語
鈔｣

の
類
に
属
す
る
も
の
で
、
阿
部
前

掲
論
文
の｢

文
明
七
年
奥
書
論
語
鈔｣

の
系
統
を
踏
む
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
講
義
録
で
あ
る
注
釈
を
漢
文
で
記
し
た
珍
し
い
例
で
あ
る
。

首
に
何
晏
の
序
を
残
し
、
そ
の
次
に
仏

(

釈
迦)

儒

(

孔
子)

道

(

老
子)

の
説
明
を
加
え
、
本
文
は
、｢

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎｣

に
何
晏
の
集
解

｢

馬
融
曰
子
者
男
子
通
称
…
…｣

を
添
え
、
集
解
本
の
体
裁
を
残
し
、
そ
の
後
に

｢

論
語
者
孔
子
弟
子
孔
子
平
生
或
時
君

或
諸
侯
大
夫
或
弟
子
論
難
問
答
語
…
…｣

と
言
う
具
合
に
邦
人
の
注
釈
を
加
え
る
。
読
む
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
言
う
よ
り
は
講
ず
る
た
め

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
存
在
こ
そ
が
、
経
典
講
読
に
際
し
て
、
文
字
の
校
勘
を
行
っ
て
よ
り
正
し
い
テ
キ
ス
ト
を
得
よ
う
と

す
る
、
よ
り
古
い
姿
勢
か
ら
、
次
第
に
中
世
的
な
禅
の
仏
教
的
な
経
説
講
釈
の
流
れ
と
混
合
し
て
、
講
説
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
い
う
目

的
が
よ
り
お
お
き
な
位
置
を
占
め
て
い
く
事
態
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
、｢

論
語
義
疏｣

の

｢

集
解｣

本
へ
の
混
入
は
、
ま
さ
に
こ
う

し
た
テ
キ
ス
ト
に
見
る
流
れ
の
、
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

第
四
節

そ
の
他
、
刊
本
や
南
北
朝
時
代
以
前
写
本
の
影
響
を
蒙
る
古
鈔
本

｢

論
語｣

｢

論
語
集
解｣

の
写
本
が
鎌
倉
時
代
以
来
の
も
の
も
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
言
で
述
べ
た
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
古
い
テ
キ
ス
ト
は
博

士
家
の
家
深
く
に
蔵
さ
れ
て
数
百
年
の
時
を
見
送
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
に
書
写
さ
れ
て
、
そ
の
遺
風
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
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伝
鈔
本
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
言
え
、
鎌
倉
と
室
町
と
で
は
、
学
風
に
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
も
主
要
な
要
因
の
一
つ

で
は
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
新
し
い
テ
キ
ス
ト
の
成
立
を
背
景
に
、
南
北
朝
時
代
以
前
の｢

論
語
集
解｣

の
姿
は
、
ほ
ぼ
埋
没
し
た
と
言
っ

て
も
差
し
支
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
伝
鈔
本
の
伝
存
は
寥
々
た
る
も
の
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

(457

＼208)
(

日
＼40)

の
二
本
が
、
と
も
に
南
北
朝

時
代
以
前
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
の
に
過
ぎ
な
い
。
前
者
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
鎌
倉
時
代
末
期
の
写
本

(

清
原
頼

元
手
校
本)

に
基
づ
い
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る

(｢

図
書
寮
典
籍
解
題｣

昭
和
三
十
五
年
・
宮
内
庁)

。
後
者
は
、
字
様
が
鎌
倉
時
代
の

も
の
で
、
そ
れ
を
室
町
時
代
に
真
似
て
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
零
巻
の
残
缺
で
あ
る
か
ら
そ
の
実
態
は
究
め
が
た

い
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
室
町
時
代
の
読
書
人
は
、
積
極
的
に
新
し
い
テ
キ
ス
ト
を
作
り
上
げ
て
行
く
多
様
な
伝
授
を
基
本
姿
勢
と
し
て
い

た
か
ら
、
旧
来
の
古
写
最
善
本
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
活
動
を
続
け
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
や
や
傾
向
を
こ
と
に
す
る
伝
本
が
存
在
す
る
こ
と
も
注
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。
斯
道
文
庫
蔵
本

(091

＼253)

は
、
天
文
永
禄

(

十
六
世
紀
半
ば)

時
代
の
写
本
と
推
定
さ
れ
る
が
、
内
題
を｢

詳
音
句
読
明
本
大
字
論
語｣

と
す
る
。
経
文
の
み
で
、
注
は
無
い
。
所
々

に
小
字
の
双
行
で
、｢

説｣

に

｢

悦
／
同｣

と
か
、｢

鮮｣

に

｢
上
／
声｣

と
か
の
音
注
を
附
す
る
、
所
謂
、
中
国
の
坊
刻
本
に
見
ら
れ
る

課
本
の
体
裁
を
保
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
巻
上
を
存
し
、
下
を
欠
く
の
で
由
来
を
示
す
奥
書
な
ど
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
大
陸
渡

来
の
刊
本
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
転
写
本
と
見
ら
れ
る
が
、
室
町
時
代
の
古
鈔
本
に
は
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
は
あ
ま
り
例
が
な
い
。
勿
論
、

大
陸
渡
来
の
唐
本
は
そ
う
簡
単
に
手
に
入
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
禅
宗
の
高
僧
が
手
に
入
れ
た
唐
本
は
、
た
ち
ま
ち
満
紙
書
き
入
れ

の
手
沢
本
と
な
っ
て
、
流
布
は
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
尚
更
、
転
写
本
の
普
及
は
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
、
本
書
の
底
本
と
思
し
き
唐
本
は
現
存
せ
ず
、
む
し
ろ
、
か
く
題
し
た
唐
本
が
存
在
し
た
証
と
し
て
貴
重
視
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
北
京
の
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る

｢

魁
本
大
字
詳
音
句
読
孟
子
二
巻

元
広
陽
羅
氏
刻
本｣

は
、
題
名
か
ら
察
し
て
、

恐
ら
く
は
、
本
書
と
姉
妹
篇
た
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
五
節

小

結

以
上
論
証
し
た
如
く
、
室
町
時
代
に
お
け
る
古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

の
流
伝
は
、
大
ま
か
に
言
っ
て
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
鎌
倉
時

代
か
ら
家
の
秘
伝
を
護
持
し
て
き
た
博
士
家
の

｢

論
語｣

も
、
南
北
朝
に
な
る
と
、
伝
授
を
承
け
た
者
に
よ
っ
て
開
板
、
世
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
む
し
ろ
博
士
家
も
そ
の
開
板
さ
れ
た
正
平
版
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
の
秘
伝

か
ら
訓
読
の
秘
伝
に
、
伝
承
の
重
き
を
置
き
、
正
平
版
を
横
目
に
睨
む
よ
う
に
伝
え
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
緇
流
は
武
家

社
会
と
の
融
合
に
よ
っ
て
、
独
自
に
テ
キ
ス
ト
を
作
製
、
講
読
を
行
っ
て
い
っ
た
。
学
界
に
は
既
に
清
家
の
学
統
を
汲
む
緇
流
も
多
く
、

訓
読
の
世
界
で
は
清
家
点
の
影
響
は
甚
大
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
た
自
由
に
読
み
や
す
い
形
に
訓
読
法
を
改
め
て
行
っ
た
こ
と
も
、

テ
キ
ス
ト
作
製
の
姿
勢
と
相
応
じ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
正
平
版
の
流
布
は
学
界
に
於
け
る
大
き
な
衝
撃
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
正
平
版
を

中
心
と
し
た
転
写
や
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
写
本
に
よ
る
講
読
が
世
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
室
町
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
室
町
時
代
も
中
期
に
な
る
と
、
足
利
学
校
の
向
学
精
神
が
一
世
を
風
靡
し
、
儒
学
を
中
心
と
す
る
学
問
が
武

家
に
も
緇
流
に
も
当
然
の
教
養
と
し
て
要
求
さ
れ
る
時
代
の
流
れ
と
相
俟
っ
て
、
講
義
形
式
の
講
座
が
多
く
設
け
ら
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た

テ
キ
ス
ト
へ
と
変
貌
を
来
た
し
、｢

論
語
義
疏｣

や

｢

論
語
注
疏
解
経｣

な
ど
の
古
く
か
ら
伝
わ
る
注
釈
を
吸
収
し
、
テ
キ
ス
ト
の
中
に

反
映
し
て
い
く
事
態
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
学
風
が
次
第
に
講
読
者
に
浸
透
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ら
周
辺
の
注
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釈
書
を
混
入
し
た
テ
キ
ス
ト
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
所
謂
、
義
疏
混
入
本
が
室
町
時
代
後

半
期
に
多
く
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
清
家
は
宣
賢
と
い
う
中
興
の
祖
に
支
え
ら
れ
て
、
清
家
本
を
維
持
発
展
、
鎌

倉
時
代
以
降
の
テ
キ
ス
ト
を
改
め
て
、
唐
本
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
校
勘
に
用
い
、
新

た
な
底
本
を
作
製
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
宣
賢
の
、
永
正
年
間
の
底
本
は
、
子
、

孫
へ
と
新
た
な
秘
伝
伝
授
を
形
成
し
、
枝
賢
や
梵
舜
へ
と
受
け
継
が
れ
、
緇
流
の
流
行

に
権
威
を
も
っ
て
対
抗
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
解
釈
力
に
関
し
て
は
、
斬
新
さ

と
考
証
的
意
味
合
い
に
於
い
て
、
清
家
は
遙
か
に
緇
流
を
上
回
っ
て
い
た
こ
と
は
、
阿

部
博
士
も
指
摘
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
は
や
、
室
町
の
末
期

に
は
、
緇
流
博
士
家
と
も
に
、
ど
ち
ら
が
主
流
か
と
い
う
区
別
も
な
く
な
り
、
い
よ
い

よ
儒
学
を
取
り
巻
く
学
術
環
境
と
世
相
も
、
多
様
化
し
、
近
世
の
初
め
に
は
清
家
も
か

つ
て
の
勢
い
を
失
い
、
新
た
な
出
版
文
化
で
あ
る
古
活
字
印
刷
の
到
来
に
乗
じ
て
、
清

家
家
学
の
テ
キ
ス
ト
を
世
に
問
う
て
、
最
後
の
華
々
し
い
伝
承
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

慶
長
刊
本
が
即
ち
そ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
、
林
家
を
中
心
と
し
た

｢

四

書
集
注｣

の
時
代
へ
と
趨
勢
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
大
概
を
図
示
し
て
み
る
と
上
図
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

室
町
時
代
を
通
じ
て
、｢

論
語｣
が
日
本
の
独
特
の
読
者
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
独
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自
の
テ
キ
ス
ト
を
形
成
し
、
漢
学
教
養
の
発
展
に
ど
れ
ほ
ど
寄
与
し
た
か
は
、
計
り
知
れ
な
い
。
そ
の
実
情
を
知
り
う
る

｢

論
語
集
解｣

の
古
鈔
本
が
こ
れ
程
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
、
わ
が
漢
学
文
化
の
本
質
的
理
解
に
と
っ
て
、
極
め
て
幸
い
な
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
ま
た
、
中
世
の
全
般
的
な
漢
籍
受
容
の
研
究
に
と
っ
て
も
、
重
大
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
充
分
に
認
識
し
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。
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